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「──！」

　機械音が高まり、身体の内部を苛み続けている震動が、さらに強まった。

「あっ！　あぁ……」

　柔らかな肉襞をきつく刺激され、擦られて、早坂はやさか優ゆう樹きはびくりと身を引きつらせた。こらえきれない喘ぎ声が、濡れた唇から漏れる。

　それが耳に届いた瞬間、愕然とした。これまで自分が口にしたことのない、あまりに切なげで、淫らな声だった。羞恥に頬が真っ赤に染まる。

「話す気になったか」

　その時、低いがよく通る声が頭上から響いた。微かに笑みを含んだ声だ。

「う、ぅ……」

　優樹は身を引きつらせ、唇を噛みしめて懸命にかぶりを振った。手首の縄がきしんだような音を立てる。

「知り……ません。本当に……。弟が、どこに行ったか、なんて……」

　必死になって声を絞り出す。そうしながら、懸命に自分に言い聞かせていた。

　──駄目だ。屈しては……──

　身につけていたものは既に全て奪われ、生まれたままの格好で優樹は床に座らされていた。ほっそりとした白い足はＭの字に開かされ、それぞれの足首を手首に縄できつく括り合わされている。

　この姿勢で緊縛されると、膝を合わせて足を閉じることがどうしても出来ない。その身体の中心にある牡茎が、完全に露わにされ、さらけ出されている。既に牡茎は震えながら立ち上がり、その先端からは淫らな欲情の証である透明な液体が、止めどなく溢れ出していた。そして、後ろの秘孔には、太いバイブレーターが差し込まれている。

　それがもうこの一時間近くの間、絶え間なく優樹の肉襞を苛み、その先端で最奥の最も感じやすい部分を突き、穿っているのだ。

　何より恥ずかしく辛いのは、自分の身体が、まるで飢えているかのようにその淫らな器具に吸い付き、深く呑み込んでいることだった。捕らえられて緊縛され、それを挿入された時に同時に体内に押し込まれた、催淫剤のせいである。

　その薬を入れられた途端、心とは裏腹に、優樹の内壁は炎のように疼き、刺激を欲しておののいたのだった。心とは裏腹に、秘孔はバイブレーターを嬉々として受け入れ、さらに後ろからの刺激に牡茎ははじかれたように身をもたげ、恥ずかしい姿をさらけ出している。

　そして今、バイブレーターの起こす震動によって、まるで脈打つように新たな劣情が次々とこみ上げ、優樹をさらに追いつめていく。けれど達することは出来なかった。牡茎は、革紐できつく括られていたからだ。

　怒張した牡茎に、幾重にも重なった革紐は容赦なく食い込み、締め上げていた。その為に劣情がこみ上げるごとに下半身に痛みと切なさが走る。そしてその感覚のために、身体がさらに敏感になっているのがわかった。

　優樹はそんな自分が信じられなくて、恥ずかしくてたまらなかった。堪えようと再び噛んだ唇に、血が滲む。

「──あぅ！」

　と、髪を掴まれ、伏せていた顔を強引に上げさせられた。とたん、精悍な男の顔が飛び込んで来てびくりと身を引きつらせる。まだ若いが、それに似合わぬ落ち着きと傲慢な雰囲気が、その表情には現れていた。

「龍りゅう生せい様。お知らせしたいことが……」

　と、その背後でドアが開き、彼よりかなり年輩の男が顔を覗かせた。おそらく部下だろう。こちらの様子を一目見、息を呑む。そして、背後にいたもう少し若い男がやはり目を瞠り、それから卑猥な笑みを浮かべた。優樹はまた羞恥に頬を染めた。

「なんかすごいことになっちゃってるなあ。こいつ、口を割ったのかい？」

　若い方がからかうような口調で声をかけた。

「まだだ。女みたいに綺麗な顔をしているくせに、全く強情な奴だ。……なんだ、」

　龍生と呼ばれた男は、優樹の顔をのぞき込んだまま、振り返りもせずそう呟いた。唇は笑っているが、その瞳は明らかに苛立ちと怒りが浮かんでいる。石倉と呼ばれた年輩の部下がこちらをちらりと見て、近づいて何かをささやいたが、今の優樹には既に聞き取れなかった。男も身を起こし、こちらの部下の言うことには熱心に耳を傾けている。

　彼は、大学生で二十歳の優樹よりも七、八歳年上のようだった。浅黒い肌に、褐色の髪と瞳。通った鼻筋と、少しだけ厚めの引き締まった唇の、彫りの深い容姿である。その顔立ちと、やや顎の張った輪郭のため、非常に力強さを感じさせる雰囲気があった。身体付きも長身で、精悍な身体付きをしている。身につけているのは仕立てのよい、チャコールグレイのスーツで、それが一層その身体と容姿を際立たせていた。

「……」

　部下の報告を聞くと、彼は改めて優樹に向き直り、身を屈めてこちらを見据えてきた。

　その切れ長な瞳の、眼光の鋭さに優樹は恐怖がこみ上げてくるのを感じた。けれど、必死に気持ちを奮い立たせ、彼を見つめ返す。

　この男──暴力団狩谷組第十五代組長、狩かり谷や龍りゅう生せいこそが、優樹にこんな行為を強い、さらにここまで追いつめた張本人だった。
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「──兄貴、いるんだろ、開けてくれ！」

　義理の弟の博ひろしが、優樹が住むアパートのドアをけたたましく叩いたのは、ほんの数時間前の夕暮れのことだった。

「博、どうしたんだ……？」

　驚いて出迎えた優樹に返事もせず、博は息を弾ませながら乱暴にドアを閉め、施錠した。そして勝手に中に上がり込み、落ち着きのない目線で部屋の窓が全て閉まっているのを確かめる。そして、やっとほっとした様子で、少し古びた畳の敷かれている部屋の真ん中にどさりとあぐらをかいた。大学が夏休みに入り、うだるような暑さが続いているが、今日は少し前から夕立になり、滝のような雨が降っていたのだ。

　弟の身体はその雨のせいでぐっしょりと濡れている。優樹は急いで彼にバスタオルを渡し、着替えを出してやった。その姿を気遣わしげにのぞき込む。

　ほぼ二週間ぶりに会う一歳年下の弟は、少し痩せたようだった。派手なブランドもののスーツとシャツを着ている。一体どうやって買ったのだろう。優樹より背も身体付きも勝っている筈なのに、整ったハンサムな顔を歪め、怯えた様子で全身を細かく震わせていて、それがひどく子供っぽく見えた。と、兄の視線に気づき、ぷい、と決まり悪そうにそっぽを向く。

　一浪し、兄よりはかなり劣る大学に今年、何とか入った弟は、その兄との同居を嫌い離れた街で一人暮らしをしていた。けれど連絡が取れないことが結構あって、優樹はずいぶん心配していたのだ。大学まで何度か尋ねて行ったのだが、彼はろくに授業にも出ておらず、アパートも留守にしていることが多かった。少々、たちのよくない友人たちともつき合いがあったらしい。会えた時、優樹は何度も意見をしたが、博はうるさがって、話をろくに聞こうとしなかったのだ。

　──おれがもう少し、気を配っていたら……──

　優樹は唇を噛んだ。ともかく何か温かなものを飲ませて落ち着かせよう、話はそれからだ、と腰をあげかけたのだが、とたん、博がびくんと震え、すがりついてきた。

「頼む、助けてくれっ、兄貴……！」

「博……。一体何があったんだ。話してみろ」

　思わず彼の傍に座り直し、その肩を抱いて苦笑する。強がっているのに、博は、自分で手に負えないことがあると、彼は最後はいつもこうして兄を頼ってくるのだ。手を焼きながらも、優樹はそんな弟が可愛くて、それに頼りにされると嬉しくて、ついこんな態度を取ってしまう。

　それは幼い頃からそうだった。五歳の時、実の両親を事故で亡くした優樹は、親戚の夫妻に引き取られ、養子になった。その時、彼らの実子の博と兄弟になったのだ。その養父母も今は亡く、二人は今、お互いにたった一人の家族だった。

「……！」

　だが、優樹はふと、博のずぶ濡れで脱ぎ捨てられたジャケットに目をやり息を呑んだ。やや小ぶりのビニール袋が幾つか、内ポケットから覗いていた。それぞれには白い粉が、いっぱいに入っている。ぞくりと悪い予感がした。ニュースなどで時々映し出されるものにそっくりだった。

「ひろ……」

　思わず腕の中の弟に声をかける。弟は怯えた瞳でこちらを見返した。その時、

「早坂さん、いらっしゃいますね」

　数名の足音と、鋭いノックの音とともに、ドアの外で男の声がした。とたん、博が身を引きつらせた。顔から血の気が見る見る引いていく。

「開けていただけませんか。大事なお話があるんですよ」

　優樹もぞっとした。男の声は穏やかだったが、どこか恐ろしい響きがあった。有無を言わせないような、強い声だ。恫喝にならないよう、わざと抑制しているような……。その時、弟が怯えきったかん高い声で言った。

「狩谷組の奴らだ、俺を追って来やがった！」

「なんだ、それ。お前は一体、どう……」

「兄貴、頼む、時間を稼いでくれ！」

　その言葉をさえぎるようにして、博は叫んだ。その間にも呼びかけと、ドアを叩く音は絶え間なく続いている。

「お、俺……友人の知り合いに騙されて、ドラッグの販売をさせられてたんだ。そしたら、やくざの……あの狩谷組の奴らに目を付けられちまって……」

　絶句する優樹に構わず、博はさらに言葉を継いだ。

「でも、最初はそんなこと知らなかったんだ。だ、だ、だから、これからすぐに警察に自首して保護してもらうから……どうか、時間を稼いでくれっ！」

　いうなり、彼は立ち上がり、靴を取ってはき、ジャケットを取ると、さっき閉めたばかりの窓を勢いよく開けた。優樹は慌てて彼に駆け寄った。

「早まるな、博。今から警察に電話して、おれも一緒に行ってやるよ。だから……」

「そんなことしている暇はない！　頼む、兄貴。今度こそもう、馬鹿なことはしないから……」

　そして、すがりつくように一度こちらを見ると、優樹が止める暇もなく窓から飛び降りた。二階なのでさすがによろめいたが、すぐに立ち直り、アパートの裏の路地を全力で駆け去っていく。

「博っ……」

　優樹は一瞬、呆然としたが、ドアを執拗に叩き続ける音にはっと我に返った。ともかく警察に通報しなくては。事情はさっぱりわからないながら、何とか弟を守ろうと受話器を取り上げた時。

　ガチャリ、とドアが開いた。

「……！」

　優樹は息を呑んだ。あっさり鍵をこじ開け、男たちが中に入ってきたのだ。すぐ近くで雷鳴の閃きと、音とが聞こえた。

　一人の男が、数名を従えている。その男が、まっすぐに優樹を見据えた。

　彼に見つめられた途端、優樹は背中に戦慄が走るのを感じた。やくざと博は言っていたが、男は崩れた雰囲気は全くなく、長身で精悍で、仕立てのよいスーツを着こなした姿は端正にさえ見えた。けれどどこか威圧的で、普通の人間とは異質な、非常に力強さを感じさせた。部屋に入ってきた男たちの中で彼が一番若かったが、それでも、他の者たちを従えているのが当然のような雰囲気があった。

「……逃げたか」

　と、開け放したままの窓に視線をやって、男はそう呟いた。彼に従っていた男たちが再び素早くドアを閉め、彼が軽くうなずくだけで、簡素な部屋を物色し始める。それをよそに、彼は優樹に近づき、ごく間近でもう一度、こちらをのぞき込むようにして見おろした。

「あんた、早坂博の兄貴で、優樹さんだね？」

　低い、滑らかな声に優樹は呆然としたまま頷いていた。穏やかな口調で聞かれたのに、恐怖がこみ上げてくる。そう感じさせる威喝と脅威が、彼の声には確かに感じられた。こんな想いは、実の両親を亡くした時以来だった。だが、まるですくんだように彼から目をそらせなかった。切れ長な茶色の瞳が、じっとこちらを見つめてくる。

「弟はどこに逃げたんだ？　心当たりがあるだろう。教えてもらいたいんだが」

「……！」

　その言葉にはっと我に返った。同時に、まるで吸い寄せられるように彼を見つめていたことに気づき、頬が染まった。懸命に気を取り直して相手を見返す。

　もともとあまり好きでない自分の容姿が、今は恨めしかった。優樹は亡くなった実母に似て、優しい面差しをしていた。肌は色白で、小さな卵形の輪郭に瞳は大きく漆黒だった。さらさらの髪も同じ色で、鼻筋は細く高く通っている。眉がくっきりとしていて、唇は小さく引き締まっているのでやや救われているが、こんな顔で彼のような男を睨み返しても、全く効果はないだろう。

「貴方は……どちら様ですか？　弟は一体何をしたのでしょうか」

　それでも精一杯、彼から視線をそらさぬようにしてそう聞いた。相手はにやりと笑った。

「失礼した。俺は狩谷龍生という。今は会社を少しばかり経営している。だが、あんたの弟が、少しばかりうちの会社にとって、迷惑になることをした」

　あくまでも余裕のある、皮肉めいた様子でそう言う。表立って暴力団ややくざを名乗り、他人を恫喝することは法に触れる。彼──龍生はそのことを充分知っている様子だった。だがその言い方は、却って彼がどのような人間なのか、優樹にはっきりと思い知らせた。

「あんたも知っておいた方がいいだろう。あんたの弟は自分を狩谷組の者だと名乗り、脅迫まがいのやり方で、けっこうな数の覚醒剤を売っていた。だが、奴がうちの人間だったことは一度もない。……と、いうわけで事情を聞きたくて、奴の行方を捜しているってわけだ」

「……！」

　優樹は愕然とした。博自身が言っていたことと随分違う。そんな危険なことをしていたのだろうか。だが、もしかしたら自分を動揺させる手段かもしれない、と思い、必死に気を取り直した。それに、博はこれまでのことを悔い、警察に出頭する、と言っていたのだ。だったら、なんとしてもそうさせてやらなくてはならない。

「おれは知りません。弟とは普段から、離れて暮らしていますから」

　きっぱりと言い返す。と、いきなり胸ぐらを掴まれ、心臓が止まりそうになった。さらに間近に引き寄せられる。彼もまた、何故か優樹から一度も目を離そうとしなかった。

「あまり手間をとらせないでもらいたいな、あんた」

　あくまで、まだ穏やかな声だった。だがその口調にかえってぞっとした。胸ぐらを掴む手は恐ろしいほど力強く、明らかにこうした手荒いことに慣れている様子だ。

「こっちも少々急いでる。あんただって自分の身が可愛いだろう？　変に意地を張らない方がお互いのためだ」

「社長、こんなものが……！」

　と、彼の部下が近づいてきて、ビニールの包みを一つ、差し出した。優樹は青ざめた。さっきちらりと見た、博の持っていたドラッグの一部だ。逃走する際に落としていったのだろう。

「やっぱりな。こんなものが部屋に落ちているなら、奴は明らかにここにいたってことになる。それも、部屋の様子からしてたった今まで、だ」

　彼は優樹の鼻先に、ビニール袋を突きつけ、微かに笑った。戻ってきた部下たちがその後ろに控え、うなずく。その中のまだ若い一人が首を突き出すようにし、にやにやしながら言った。

「話した方が身のためだぜ？　特にお前みたいな顔の奴は……」

「黙っていろ、」

　と、龍生がそちらを見もせずにさえぎった。

「ほ、本当に、知りません……！」

　その瞳に射すくめられながら、それでも優樹は懸命に心を奮い立たせ、彼を見つめ返したままかぶりを振った。弟は警察に自首する、と言っているのだ。それを阻止させるわけには絶対にいかない。第一、この様子ではもし彼らに捕まったら、弟が一体どんな目に遭わされるかわからない。なんとか時間を稼がなくては……。

　と、男はわずかに眉をひそめ、軽く肩を竦めた。

「仕方ないな、来てもらうか」

　そう言ったとたん、その手が素早く動いた。

「……！」

　鳩尾のあたりに鋭い痛みを感じた。そこに当て身を喰らわされたのだ、と気づいたが、それは一瞬のことだった。目の前が真っ暗になり、優樹は気を失った。その直前に見たのは、やはりこちらを凝視している龍生の視線だった。
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「──龍生様、どうか堅気相手のそんな汚れ仕事は、ご自身では……」

「心配するな。これは俺の問題だ。それに、こいつは少し責めればすぐ口を割るだろう。お前も部屋から出ていろ、石倉いしくら」

　どこか遠くで、男たちの声が聞こえたような気がして、優樹は微かに身をよじった。ドアの開閉する音も聞こえた。

「あぅっ……！」

　そして次に、下半身に激痛を感じ、自分の悲鳴で意識を取り戻させられたのだった。

　次の瞬間、愕然とした。これまで見たこともないほど豪奢なマンションの床に、全裸にされ、手首と足首を繋がれたあられもない格好で仰向けに転がされていたのだ。しかもその、大きく開かされた両足の間に、龍生がしゃがみ込んでいたのである。

「なっ……」

「さすがに気づいたか。なかなかいい眺めだな」

　龍生はすぐ身を起こし、微かに笑みを浮かべて優樹を見おろした。優樹は自分のさせられている格好に思わず頬を染めたが、わずかに身体を動かしたとたん、さらに愕然とした。

　剥き出しにされた牡茎は、細い革紐で十字に括られていた。そして、身体の中心の秘孔に、異物が押し込まれていたのだ。

　それは太い棒の形をしていて、優樹の狭い秘孔を無理やり押し広げていた。バイブレーターだった。それまで優樹は、そんなものは話だけで現物を見たこともなかったが、挿入されているという事実でそれがわかった。優樹が意識を取り戻させられたのは、これを龍生に無理やり押し込まれ、さらに牡茎を緊縛された故だったのだ。

　優樹は愕然とし、それから体内で異物が動くのにも構わず、懸命にもがいて身を起こした。仰向けのままで、自分の恥ずかしい部分をさらけ出していたくなかったのだ。

「……！」

　だがそれで、思わず身体を引きつらせた。身動きして初めてわかったのだが、体内の粘膜がひどく熱をもち、疼くように脈打っていたのだ。しかも身を起こしたことで、バイブレーターが体内で大きく動き、その粘膜を擦りあげた。とたん、いきなりぞくりと、快感がわき上がってきたのである。

「あ、ぁっ……？」

　その時、口から漏れた声のあられもない響きと、これまで感じたことのない感覚に呆然とした。思わず顔をあげると、龍生は肩を竦めてこう告げた。

「こっちとしても一刻を争う事態なのでな。バイブと一緒に、お前の中に催淫剤を仕込ませてもらった。やってもらいたくてどうしようもなくなる奴だ。──思った通りだな。直に粘膜に吸収されるから、効き目も早い」

「なっ、あぅっ……！」

　真っ赤になり、思わず抗議しかけた優樹は、びくんと身を反らせた。龍生が左手の中の、小さなリモコンのスイッチをカチリと押したとたん、バイブレーターが低い振動音とともに作動し始めたのである。それは低く唸るような音とともに震動しながら、薬によって熱く震える優樹の粘膜を容赦なく穿ち、刺激した。

　たちまちに起こった劣情の波に、優樹は思わず、固く緊縛された不自由な姿勢のまま身悶えた。それまで、セックスの経験どころか、あまり自分で慰めたこともろくになかったのに、いきなりどうにかなってしまいそうなほどに強い快感を与えられたのだ。

　粘膜がバイブレーターに苛まれている部分から、その波は次々とこみ上げ、背骨を伝わって全身に行き渡る。胸の突起はたちまちに固く尖り、さらに既に感じはじめていた牡茎が、恥ずかしいと思う心とは裏腹に、みるみるうちにピンと張りつめて立ち上がる。

「や、やめ……あ、くぅっ……！」

　だが同時に、牡茎を緊縛していた革紐が容赦なく食い込んできて、怒張した優樹の牡茎を締めつけた。すさまじい痛みと切なさを感じ、優樹は身をよじった。と、その動きでまた、体内を容赦なくバイブレーターが擦りあげ、快感を感じさせ、また牡茎が怒張する。そしてさらに、括った革紐が食い込み、今まで以上の苦痛を与えるのだ。

　優樹は震えた。これはまさに拷問だった。快感を強いられ、感じれば感じるほど苦痛も味わわされるのだ。牡茎の先端からは、感じている証として、先走りの透明な液体が滲み、溢れた。それが一層優樹を追いつめる。

「──苦しいだろう？」

　そんな思考を見抜いたように、声が降ってきた。同時に、ぐいと髪を掴まれ、乱暴に顔をあげさせられる。龍生と視線がぶつかった。

　自分をこんな目に遭わせた張本人は、あまりに浅ましい自分の姿に、さぞかし嘲るような目をしているのだろうと思っていた。だが違った。確かに唇に微かな笑みを浮かべていたが、龍生は食い入るようにこちらを凝視していたのだった。

　だが、その視線がすぐに、容赦なく緊縛された全身に這わされるのを感じ、優樹は身をよじった。それだけで、まるで実際に触れられたように身体がざわりと反応してしまう。優樹はそんな自分が信じられなかった。さんざんに責め苛まれ、焦らされた身体は、自分のものでないようだ。

　と、龍生はふと目を細め、言った。

「身体の様子からして、お前はこの手の経験が全くないようだな。その割りにずいぶんと感じやすいようだ。だったら、尚更こんなことは苦痛だろう。楽になりたければ、とっとと弟の居場所を話すことだ」

「……！」

　まるで自分の葛藤を見透かすような言葉に、優樹は目を瞠り、それから懸命に声を絞り出した。

「狩谷さ……。こん……な、ことをしても……無駄、です……」

　何としても弟を守りたい、その一心で心を奮い立たせた。博は前非を悔いて、警察に行くと行っていたのだから。どうか、以前の彼に戻って欲しい。自分に泣きながら哀願していた博の顔が浮かんだ。それが幼い頃の弟の姿と重なる。

「弟は……もう、警察に、行ったはず、です。おれは……その為の、時間を……」

　すると視線をそのままに、龍生は唇を歪めた。

「お前の弟は、警察に出頭していないぞ」

　あっさりと言われ、優樹は愕然とした。

「嘘だっ……！」

　思わず身を乗り出しかけ、苦痛に顔を歪める。だが龍生は容赦なく続けた。

「警察の動きは最初から監視している。もし奴がそんなところに駆けこんだなら、お前にこんなことをする余裕などないだろう。なんだ、お前はあんな弟の言葉を信じて、時間を稼いでやっていたのか？　あの馬鹿な奴がそれを良いことに、逃げちまったことも知らずにな」

「……！」

　優樹は衝撃のあまり、めまいを起こしそうになった。だが信じたくなかった。気丈に、懸命に龍生を見つめ返す。

「ひ、博を、侮辱しないでください！　貴方の言うことなんか、信じませんっ……！」

　すると、ふいに龍生は顔をしかめた。

　そしていきなり、再び優樹の前に屈み込むと、その手を延ばし、固く尖った乳首を指先で捕らえた。そして、こじるように摘み、きつく捻った。

「ひっ……！」

　刺すような痛みと、そして間違いなく快感を感じ、優樹は思わず身をくねらせ、悶えた。牡茎は震え、固く緊縛されたままさらに張りつめる。

「こんなに感じやすい身体じゃ……地獄だろう。いつまで意地を張る気だ。なにもお前の弟を殺すっていうわけじゃないんだが。話を聞いたら、警察に突き出す」

「……！」

「どうやらお前は随分と弟のことを心配しているようだ。心当たりも幾つか知っているだろうが」

　指先を動かし、責め立てながら間近で自分を凝視する瞳に優樹は吸い寄せられそうになった。

　──だめだ！　信じられない。たとえ博が警察に出頭していなくても……。彼に捕まったら、絶対に殺される！──

　自分が受けている責め苦から考えても、博が無事にそんなことになるとはとても思えなかった。懸命に彼を見つめたまま、かぶりを振る。と、龍生は舌打ちし、ポケットに入れていたバイブレーターのリモコンを、さらに操作したのだった。

「──！」

　機械音が高まり、身体の内部を苛み続けている震動が、さらに強まった。

「あっ！　あぁ……」

　柔らかな肉襞をきつく刺激され、擦られて、優樹はびくりと身を引きつらせた。

　──そうして、優樹がさんざんに責め苛まれていた時、龍生の部下たちが急いで部屋に入ってきたのだった。彼らの報告を聞いた龍生は、再び身を屈めて優樹に向き直った。その顔がほんの一瞬、忌々しげにしかめられた。

「今、石倉が知らせてくれたが……お前の弟は、逃げたぞ」

「……！」

　いきなり間近で聞かされ、優樹は呆然とした。

「まさか、ガキの分際で海外に逃亡を図るとはな。成田まで追ったが間に合わなかったらしい」

　信じられなかった。だが、彼の表情から本当だとわかった。一体弟はいつパスポートを申請して、しかもどこにそんなお金を持っていたのだろう。薬物を売った金だろうか、でも……。

　警察に出頭して欲しかった、と思いながらも、しばらくは弟の身柄が無事とわかって優樹は思わず安堵のため息をついた。あられもない格好をさせられていることも一瞬、忘れた。だがその時、いきなり顎を掴まれ、顔をあげさせられた。

「まあいい。代わりに、お前にしばらくここにいてもらう」

「えっ……!?」

　思いもよらない言葉だった。呆然とする優樹に、にやりと笑って龍生は続けた。

「お前を手元に置けば、奴は必ず戻ってくるだろう。随分と兄貴に執着しているようだからな」

「へえ、いいのか？　危ない橋は渡らないんじゃなかったのかい」

　まっさきに、ややからかうような口調で言ったのは若い方だった。踏み込んだ時、昭彦と呼ばれていた男だ。

「もしかして、気に入ったのか？　まあこのお兄ちゃんにとっちゃ不運だな」

「龍生様、そんな……。この人は堅気ですし、第一、あの弟が戻ってくるわけないでしょう！　逃げちまったんですし……」

「それはない。こいつを押さえていれば奴は来る。……心配するな、石倉。この件に関しては俺が責任をとる」

　心配そうに声をかける石倉に、龍生は肩を竦め、きっぱりとそう言った。それから蒼白になって首を振る優樹に、にやりと笑いかけた。

「確かに気にも入ったな。堅気にしてはなかなかの肝の座った奴だ」

　そして一旦身を起こし、ゆっくりとスーツのネクタイに手をかけた。

「へえ、お楽しみかい？　じゃあオレも一緒に……」

「駄目だ。二人とも出ていけ。昭彦、俺の従弟だからといってあまりつけあがるなよ」

　龍生は振り向きもせずそうさえぎると、無造作に手を振って下がるように命じた。石倉はまだ心配そうに龍生を見ていたが、不満そうな顔の昭彦をうながし、一礼して部屋を出ていった。

「あっ……」

　再び二人きりで取り残され、淫らな格好のままで彼に見おろされる。

「──弟に裏切られ、置き去りにされたっていうのに、恨みも怒りもしていない顔だな。それでいいのか」

　苛立ちが感じられる声に、優樹は震えたが、懸命に声を絞り出した。

「弟が……あなた方に……捕らえられる、より……まし、です！　本当は、警察に……」

　言いながら哀しみが溢れる。亡くなった養父母に対してすまない想いがこみ上げる。

「……！」

　とたん、バイブレーターのモーター音がさらに高くなり、優樹は緊縛された姿勢のまま、床の上で跳ねるように身悶えることになった。床に身体を打ちつけ、痛みに呻く。

「あぅっ！　なっ、なに……」

「最強にした。どこまで耐えられるか見物だな」

　嘲るように龍生の声が響いた。優樹は愕然としたが、そんな想いも許さぬほどに、バイブレーターは優樹の体内を容赦なくえぐった。熱を持ち、赤く充血し、切ないほどに感じている体内の粘膜が、その加虐的な行為を歓喜して受け入れる。だが同時に、縛られた牡茎はさらにきつく締め上げられ、優樹は意識を失ってしまいそうな快楽と、激痛とを感じさせられることになった。

「……！　や、やめっ、触らな、ひっ……！」

　悶えながら、優樹は懸命に哀願したが、それは悲鳴に変わった。龍生が優樹を冷ややかに見おろしたまま少し足をあげ、その上質な革靴のつま先で、龍生が緊縛された牡茎を軽く撫で上げたのだ。それだけでさらに痺れるような快感と痛みとが、脈打つようにしてそこから溢れ出し、優樹の身体を責めたてた。

「靴先で触れただけでもわかるぞ、こんなに固くしやがって……もう限界だろう。楽になりたくないのか。弟は逃げたし、もうお前が意地を張る理由はないだろう、」

「……」

　優樹はまた、かぶりを振った。だがあまりの責め苦に、頭が次第にぼんやりしてきた。弟が逃げたと知って、一度気を緩めてしまった為だろう。弟が無事だとわかった今、嬲られ続けた身体も心も、もう限界だった。他の感覚は全て薄れ、体内で責めたてられ、苛まれている淫らな機械がもたらす快楽と、縛られた牡茎の激痛しか感じられない。それらはどんどん強まり、優樹を追い立てていく。そしてそれらを与えている龍生しか、見えない。龍生はふいに、ひどく手荒い仕草で、優樹の髪を再び鷲掴みにして仰向けさせた。

「ねだったらどうだ！」

「あっ……」

　優樹は真っ赤になり、それでも懸命に顔を背けようとしたが出来なかった。

「全く強情だな。……これでどうだ」

「ひっ……！」

　牡茎の先端を、今度はつま先で強く小突かれて優樹は息を呑んだ。ずんと、下腹から脳まで響くような快感と、痛みとが襲ってきた。もう優樹には、耐える気力が残っていなかった。どう言ったらいいかわからないまま、必死に声を絞り出す。頬に血が上るのがわかった。

「お、お願い……許して……」

「それでは意味がわからんな」

　とたん、龍生に言われて驚いた。龍生の唇には、残酷な笑みが浮かんでいた。

「『おれのペニスを可愛がって、いかせて下さい』だ。言えたらしてやる」

「……！」

　優樹は目を瞠った。だがもう、緊縛された牡茎は千切れそうに痛んでいた。その脈打ちで頭がくらくらする。身体はこれ以上の責め苦に耐えられなかった。

「お、おれの、……ペニ、スを……」

　荒い息の中から、必死になって声を絞り出す。淫らな言葉を無理やり口にするのは、被虐的な快感があった。

「そいつを、どうしたいんだ？」

　さらに意地悪く聞かれ、震えたが、優樹はぎゅっと目をつぶり、懸命に続けた。

「可愛がって、いかせて下さいっ……！」

　叫ぶような声になった。言い終えた途端、心が恥ずかしさと情けなさで一杯になり、顔を伏せる。と、

「あ、ぁっ……？」

　いきなり龍生が自分の後ろに回り込み、細い腰の両脇を掴んで引き上げたのだ。両手首と足首を拘束されたままなので、頭を床に下げ、バイブレーターを差し込まれた尻だけを突き出した屈辱的な格好にされた。姿勢を大きく変えさせられ、体内で機械が動く感触に優樹は震えたが、次の瞬間悲鳴を上げた。無意識のうちに快感を求め、深々とくわえ込んでいたそのバイブレーターを、龍生が手荒く引き抜いたのである。

「あぅっ！　あっ……？」

　肉襞が激しく逆向きに擦りあげられて、優樹は悲鳴を上げた。けれどその直後、シュッという微かな音とともに、牡茎の痛みが無くなった。そこを緊縛していた革紐が解かれたのだ。

「はぅ……」

　とたん、得も言われぬ心地よさと解放感がこみ上げ、優樹は思わず目を閉じ、大きく息をついた。そのまま達してしまいそうになった時、背後で微かに金具の音が聞こえた。

「……！」

　次の瞬間、恐ろしいほど熱く、怒張した雄根が、ようやく解放されたばかりの秘孔に打ち込まれてきたのだ。

　このまま犯されるのだ、とその時初めて思い知らされた。まるで、灼けた鋼鉄の杭を打ち込まれるようだった。バイブレーターの比ではない。もっと大きく、圧倒的な、力に満ちた男の証が、容赦なく優樹の身体に進入してくる。

　優樹は頭が真っ白になった。この時は悲鳴の声すら出なかった。思わず白い背を仰け反らそうとしたが、両手首と足首を拘束されている状態では出来なかった。身体がぐらつくのを龍生の手が強く押さえつけ、さらに深く身を沈めてくる。

「……あれ程、バイブで広げてこれか。なんて、締め付けだ……」

　背後で微かに荒い息をしながら龍生が囁く。その声は忌々しそうだったが、笑みを含んでいた。

「や、やめ、無理っ、あぁっ……！」

　優樹は懸命に龍生を見上げて哀願したが、さらに深く奥までえぐられて悲鳴に変わった。その時、龍生の手が、優樹の牡茎を捕らえ、握り込んだ。

「あ、ぁっ……？」

　牡茎は、背後からの新たな強烈な刺激に今にもいきそうになっていた。だが、その大きな手の感触に、何故か優樹は安堵を感じた。痛めつけられ、焦らされ続けた牡茎を、彼の手はすっぽりと包み込み、柔らかく揉みしだいた。

「ぅ、んっ……」

　その心地いい感触に、優樹は思わず目を閉じ、身を任せていた。

　それで身体が開き、さらに深く龍生の雄根を受け入れることになった。龍生は牡茎の愛撫を続けながら、さらに容赦なく優樹の秘孔を深くえぐった。進むごとに彼の雄根はさらに熱く、固く姿を変えてゆく。催淫剤をたっぷりと吸収させられた優樹の粘膜は、震えながらもそれを受け入れ、柔らかな肉襞の一つ一つで龍生の身体に絡みついていった。そして龍生が与える快感が、優樹の牡茎をさらに張りつめさせる。

「……！」

　やがて、優樹の体内が龍生の雄根でいっぱいに支配された時、優樹は耐えきれず、達した。若い牡茎は、龍生の手の中でまるで弾けるように熱い液体を放った。

「くっ……」

　それに、やや遅れて龍生は微かに呻き声をあげ、自分の欲望の証を優樹の体内に叩きつけた。優樹は挿入されている部分だけでなく、全てを彼によって満たされ、支配されてしまったように感じた。彼に抱かれる、ということが何を意味するのかわかった。胸の突起や指先、足のつま先がピリピリと震える。

「……」

　優樹は龍生の雄根を体内に残し、緊縛され、腰を突き出した淫らな姿勢のまま、ほとんど気を失いかけていた。しばらくの間、龍生は優樹の感触を味わうようにそのままの姿勢でいたが、やがてふいに、ゆっくりと微かに呻き、そのまだ怒張している雄根を引き抜いた。

「あぅ……」

　支えるものが無くなって、優樹はそのままぐったりと床に倒れ込んだ。自らが放ち、また受け入れきれなかった二人分の欲望の証で、そのほっそりと白い下半身はぐっしょりと濡れそぼっていた。恥ずかしさに震えたが、もうそれを隠す気力も、優樹には無かった。男に無理やり抱かれ、しかもそれでこれまでにないほどの快感を感じていた、ということに打ちのめされていた。

　──おれは、そういう人間だったのか……？　あんなことをされて、しかも歓んで……──

　そう思いながら、優樹は意識を手放しかけていた。

　ふいに両手首を締めつけていた痛みが、すっと薄れ、力強い腕に抱え上げられた。温もりにすっぽりと包まれた時、優樹は思わず安堵のため息をついていた。ずっと緊縛されていた手足は痺れ、全く力が入らない。

　──はっと我に返ったのは、清潔なベッドのシーツの上に降ろされた時だった。

　龍生は優樹を降ろした後、背を向け、服を脱いでいる途中だった。一旦、身繕いをしたらしい。

　だがその裸の背が目に入った時、優樹は思わず微かな悲鳴を上げていた。

「……！」

　龍生の背中には、見事な、実に緻密な龍の彫り物が描かれていたのだ。

　黒と灰色、深緑、そしてわずかに赤をアクセントにしたその龍は、渦巻く雷雲の中からその巨大な姿をまさに現したところで、鱗を艶やかに光らせ、こちらをじっと睨み据えている。

「……気づいたのか」

　その気配に、龍生が向き直った。優樹の表情に察したのか、肩を竦める。肩や二の腕にも、見事に雲の絵が彫り込まれている。その胸板は厚く、鋼のような筋肉で覆われ、そしてその上を横切るように、幾つもの傷があった。

　強い恐怖がこみ上げてきた。彼が普通の世界の人間ではない、とはもうわかっていたが、その彫り物はそのことを優樹に決定的に思い知らせた。それでも、まるで射すくめられたかのように、彼から目が離せなかった。

「お前をこれから、俺の傍に置く」

　それをどう取ったのか、龍生は優樹を見おろし、微かに笑みを浮かべた。優樹はその姿に震えた。最初に捕らえられて目覚めた時と同じだ。終わりの無い悪夢を見ているような気がした。

　自分が今いるのは、さっきの部屋よりも幾らか狭いが、やはり手入れの行き届いた部屋だった。絨毯が敷かれ、机に本のぎっしりと詰まった書棚、それにこの、ゆったりと大きなベッドが置いてある。どうやら龍生の寝室のようだった。優樹の想いに構わず、龍生はさらに続けた。

「お前はこれから、俺がいいというまでこのマンションで暮らす。外出は一切禁じる。そして、俺がそうしろと言えば、いつでもその身体を寄越せ」

「なっ……！」

　優樹は顔色を変え、身を起こしかけたが、全身に走る痛みに思わずまた倒れ込んだ。それを見て、龍生は笑った。

「どうやら動く気力もないようだな。逆らえば、それに逃げようとすれば、どうなるかはもうわかっているだろう」

「……！」

　龍生は手を伸ばし、優樹の顎を捕らえた。その手の感触に、ぞくりと戦慄が走った。そしてそれだけではない、劣情の感覚を。

　優樹は震えた。彼に抱かれたことで、自分の身体がいきなり、変えられてしまったのだと思い知らされた。彼の手が触れるだけで、身体が反応してしまうなんて……。

　そんな優樹の想いをよそに、龍生はこちらを見据え、畳みかけるように続けた。

「さっきの話を聞いていたな？　俺達はまだ、お前の弟を追っている。お前は奴を捕らえる囮だ。奴が捕まるまで、俺の性欲処理の道具になっていろ。少しでもお前が逃げだそうとすれば、弟は捕らえた時点で殺す。いいな」

「あ……」

　絶望がこみ上げてきた。自分がとんでもない事態に追い込まれたのだと思った。

　龍生の茶色の瞳の中に、怯えた顔をした自分が映り込んでいる。まるで今の自分そのものだと思った。彼に支配され、身動きも出来なくなった……。

　優樹はゆっくりと目を閉じた。そして、頷いた。

「逃げ、ません……」

　──博。お前は逃げて、そして警察に出頭してくれ！　おれはもう、どうなってもいいから……──

　子供の頃の思い出が、脳裏によみがえって来た。初対面から自分に懐き、いつも傍を離れなかった弟。両親を亡くし、それまで親戚中をたらい回しにされていた優樹にとって、弟の博は初めて自分を必要としてくれた人間だった……。

「いいだろう。その気持ちを、態度でも示してもらうか」

　その時、そんな想いを無情に龍生が断ち切った。

「あっ……！」

　ゆっくりと龍生がのしかかってきた。重く充実した、精悍な身体が、優樹のほっそりとした四肢を押さえつける。

　優樹は息を呑んだ。だが、彼のその感触を肌で感じたとたん、身体の方が速やかに反応した。上半身を剥き出しにした龍生の身体からは、品のよいコロンの香りとともに、強烈な牡の匂いが立ちのぼっていたのだ。

「あれだけでは、到底満足できない。気の済むまでするぞ。……どうやらお前も、感じているようだな」

「……！」

　見おろされ、笑いかけられて優樹は震えた。圧倒的に自分の方が有利だと分かり切っている男の表情だった。

　優樹はそんな彼を見つめ、それから力無く目を閉じた──まるで、生け贄に捧げられた草食獣のように。
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　遠くで、龍生の声が聞こえた気がした。

「う……」

　ほの暗い部屋の中、シーツの中で、優樹は小さく身じろいだ。身体が痺れたようになって、うまく動かない。

　この部屋に連れてこられてから、もう一週間ほどが過ぎていた。その間、優樹はずっと、龍生に抱かれ続けていたのだ。

　このマンションは、普段は龍生が一人で住んでいる自宅らしい。最初の数日はただ、男に抱かれた衝撃と、絶望感で、優樹は死んだようになってこの部屋のベッドに横たわっているだけだった。さらに与えられた催淫剤の副作用なのか、身体が鉛のように重かった。それはようやく薄れたが、龍生は毎晩、そんな優樹を執拗に責めたて、意のままにし続けていた。

　そうしてさんざんに翻弄され、優樹は最後は気を失ってしまう。そして翌朝、龍生はいつも早朝に出ていくのだ。優樹から見ても、非常に忙しい様子で、帰りはほとんど深夜に近かった。優樹は彼が出ていく気配を感じ、目覚めかけた時もあるのだが、その時はまだ、起きあがることすら出来ないのだ。

　だが、どんなに早朝に出ていっても、そして帰りが遅くても、龍生は必ず帰宅し、優樹を抱いていた。

　食事や必要なものなどはいつも毎日、龍生の最も信頼する部下である石倉が、優樹が寝ている間に持ってきてくれていた。勿論、全ての外に続く窓や扉は自動的にロックされていて、優樹は開けることは出来ない。自分の携帯は取り上げられてしまったし、パソコンや電話は使うことを禁じられている。履歴を消すことが出来ない為、相手に迷惑をかけるかもしれないと思うと、誰かに救いを求めることも出来なかった。それに、弟のことを思うと、危険なことは恐くてどうしても出来ない。

「……捕まったのか？」

「はい、ですが……」

「──!?」

　──だが今、さらに幾つかの声が錯綜して聞こえ、優樹はぎくりとして顔をあげ、それからそろそろと身を起こした。

　──もしかして、博が捕らえられた、とか……？──

　相変わらず行方のしれない弟のことを思い、不安がこみ上げてきた。気力をふり絞るようにして、ベッドから降りる。

「あ……」

　身体の奥に、疼くような痛みと、かすかな甘い感触が走り抜けた。唯一身につけることを許されているバスローブを取って急いで身体に羽織る。身体は火照っていて、まだ昨夜の行為の熱が抜けていなかった。そのせいか肌は敏感になり、上質な布地が身体に擦れるだけで、ぞくりとした感覚が自然とこみ上げてきて真っ赤になった。龍生に抱かれ続けた身体は、明らかに変わってしまっていた。特にこの一週間、毎晩激しい行為で嬲り続けられている胸の突起と牡茎とは赤く色づいて、ごく軽く触れるだけでジンと痺れるような感覚が走る。すでに催淫剤を必要としないほどに感じやすくなっている。

　だが優樹は、強くかぶりを振ってそれらの感覚を無視した。出来るだけ手早く身支度をし、おぼつかない足を踏みしめて歩き出す。音を立てないようにドアを開けた。

「──何だってこっちに連れてきた、昭彦！　こういった件は今後、俺の自宅に持ち込むなと伝えたはずだが」

　廊下に出ると、声が明瞭に聞こえた。優樹はびくりとした。龍彦の声だ。低く抑えているが、明らかに怒りを含んでいる。それに答えている昭彦は、笑いながらも、明らかに怯えている様子だった。

「だ、だって、あのコだってそうだったじゃないか。だからオレは……」

「あの時はここが一番手っ取り早かったが、今は違う。──まあいい。今から動かすのも厄介だ。こいつは、自分に薬を売らせたのが誰か、よく知りもしないで売っていたわけか」

　龍生の声に、優樹は急いでその部屋のドアに歩み寄った。以前、自分が彼らに捕らえられた時、最初に連れていかれたところだ。こちらはブラインドが開いていて、窓の外は夏の午後だった。幸い、ほんのわずかにドアは開いていた。優樹は足音と息を忍ばせ、そっと中を覗いた。

「……！」

　そこにいたのは、弟ではなかった。彼と同年輩くらいの若者で、男たちに囲まれ、恐怖に引きつって床にうずくまっている。それだけでなく、明らかに様子が少しおかしかった。

「はい。狩谷組と名乗ってＳ駅の付近で覚醒剤を売っていたと……。もう品物は売りさばいてしまったらしいのですが、どうやらこいつ自身が中毒しているようでこれ以上は聞けそうに……」

　石倉が頷いた。優樹は目を瞠った。この青年は弟と同じことをしていたようだ。龍生は無言でいきなりその髪を鷲掴みにすると、無理やり顔をあげさせた。怯えきって今風でひ弱そうなその顔を蒼白にした青年に構わず、口や鼻のあたりの匂いを素早く嗅ぐ。そして微かに眉をひそめた。昭彦が媚びるように口を挟んだ。

「なあなあ、龍生。こいつも始末するんだろ？　あんたの親父さんがやったみたいにさ」

「……」

　とたん、龍生はじろりと昭彦を睨んだ。その瞳の冷たさに、優樹はぎくりとした。

　──まさか、この人も殺す気じゃ……──

　床で震えている青年を見やる。弟に言及した時の、冷たい口調が脳裏によみがえり、戦慄が走った。思わずその部屋に入ろうとした時、

「そんな馬鹿なことがやれるか。──おい、よく聞け。一度しか言わないからな」

　龍生が言下にそう答えたので、息を呑んだ。彼は髪を掴んだまま、青年の顔を再びのぞき込んだ。相手は恐怖の余り、されるままになっている。

「これからお前を警察署のすぐそばでおっ放す。お前はすぐにそこに駆け込め。麻薬を持っていたが恐くなって自首したというんだ。だが、俺達のことは何も言うなよ。言えば娑婆に戻った後で、どうなるかわかっているな？」

「……！」

　腹に響くような声と鋭い眼差しに、男の顔が、蒼白を通り越して灰色になった。だがその顔でがくがくと、まるで首振り人形のように頷く。

「ふん。──おい」

　龍生は唇を歪めて笑うと、その男の身体を無造作に、叩きつけるようにして床に投げ出した。そして後ろに控えていた部下の一人に顎を軽くしゃくる。部下はすぐ心得、彼の襟首を掴んで立たせた。龍生の命令どおりに動くのだろう。

　──じゃあ、狩谷さんは……──

「あっ……」

　優樹は龍生の言葉に、ただ呆然としていたが、そのまま彼らが部屋から出ようとする様子に、あわててそこから離れようとした。だがその気配に、すぐに龍生が気づいた。こちらを振り返る。

　ドアのすぐそばで、優樹は思わず身をすくめた。最悪だ、と思った。勝手にこんなところをのぞき見したのだから、彼は怒っているに違いない……。

「──え？」

　だがその時、こちらを見た龍生の顔が、一瞬、怒りとは違う表情を浮かべているのに気づいた。何か、きまり悪いというか、しまった、とでもいうような……。優樹は思わず彼を見つめ返した。

「──あれえ、この子、まだいたんだ」

　その時、昭彦が嘲るような声でそう言ったので、はっと我に返った。と、龍生の顔が、すっと無表情になった。昭彦は顔を歪め、何故かひどく悪意の籠もった声でさらに続けた。

「なんだ、随分と色気が出てきたじゃないか。龍生におもちゃにされちまうと、並大抵の身体じゃなくなるからなあ。可愛がって欲しくてたまらなくて来たんだろ。色々聞いちゃったみたいだけれど、いいのかなあ？」　

「お前たちは、先に社に戻っていろ。すぐに行く」

　昭彦の言葉を無視し、龍生はそう命じ、こちらに近づいてきた。優樹はすくみ上がった。やっぱり怒っている。その証拠に、昭彦もそれ以上は言おうとはせず、石倉や他の部下たちとともに急いで出ていった。彼の怒りを買うのを恐れたのだろう。この時、昭彦はひどくきつい視線をこちらに向けていたが、優樹は気づかなかった。それどころではなかったのだ。

「何故、盗み聞きしていた」

　彼らが出ていくのをよそに、廊下で対峙したまま、龍生はそう聞いてきた。低い声だった。優樹は身を固くした。

「何故だと聞いているんだ」

「……あの、弟かと思ったのです。声が聞こえて、心配だったので……」

　正直にそう告げる。と、龍生がひどく不快そうに顔をしかめたのでぎくりとした。

　が、彼はそのまま肩を竦めただけだった。優樹は驚いたが、そんな彼の態度に思いきって続けた。

「あの、今の人は、警察に自首させるんでしょうか……？」

「当然だ」

　その事をどうしても確かめたかったのだ。すると、龍生は無造作に頷いた。優樹は目を瞠った。

　──それじゃ、博のことも……？──

「何をそんなに意外そうな顔をしている？　簡単に殺すとでも思っていたか」

　皮肉な口調で聞かれて頬を染める。だが、心に安堵が広がるのを感じた。龍生はそんな優樹の心を、見透かすように続けた。

「弟のことか。殺さないとわかったなら、居所を教えたらどうだ、奴はもっと大量に持っている。その分、まずいことになるぞ」

「それは、本当に知りません。国内ならともかく、彼が海外に逃亡するなんて全然……」

　あわてて優樹がそう答えると、龍生はまた肩を竦めた。

「お前は、随分と奴を心配しているようだな。実の兄弟でもないくせに」

「えっ……!?」

「そんなことは簡単に調べがつく。ガキの頃お前は両親を亡くし、親戚の家に養子として引き取られた。そこにあの弟がいたわけだ」

「……」

　優樹は唇を噛んだ。確かに今のような事態では、龍生が自分たちのことを調べるのは当然だろう。だが龍生の口調は、どこかからかうような、皮肉な響きがあった。それでいて眼差しは真剣で、こちらから視線をそらさない。

「養子のお前が優等生だったので、出来の悪い弟は随分ぐれたらしいな。そのことを悪いとでも思っているのか？　だから養父母が死んだ今も、奴を庇っているのか。それは奴が馬鹿なだけだ」

「……そんな、調査しただけで、博のことを悪く言うのはやめてくださいっ！　何も知らないくせに！」

　優樹は思わず叫んでいた。確かに自分は博の両親に引き取られた。養父母は立派な人たちで、実子同然に自分を育ててくれた。けれどその分、博は比較されて厳しくされ、随分と辛い想いをしていたのだ。それは、自分が養子になったせいだと思うと、優樹は弟にすまなく思う気持ちをどうしても抱いてしまう。龍生がその辺りの事情を知っている筈も無かったが、弟を侮辱されたようで許せなかった。

「……」

　すると、龍生は無言で優樹を見つめ、それからふっと唇を歪めた。

「俺もその、出来の悪い弟だったがな」

「えっ……？」

　ごく低く、呟かれたその言葉に、優樹は目を瞠り、思わず聞き返そうとした。

　とたん、龍生はその手を取ると、乱暴に優樹の身体を壁に押しつけた。

「……！」

「なかなかそそられる格好だな。ちょうどいい。ここでやらせろ」

　言いながら、素早くバスローブの紐を解き、手を中にすべり込ませてくる。壁に磔にされ、優樹は思わずきつく目を閉じた。

「ま、待っ……あぅ！」

　感じやすくなった胸の突起を手荒く揉みしだかれ、びくりと身体を波打たせる。

「この後、すぐ戻らなくてはならん。急いで済ませるぞ」

「……」

　その言葉に、優樹はそっと目を開けて龍生を見た。その顔にはもう、いつもの力と自信に満ちた、傲慢な男の表情しか浮かんでいなかった。

　何故だか哀しくなった。今さらながら思い知らされる。自分は今、本当に性欲処理の道具なのだ……。

　これまでずっと、慎ましく生きてきた人生は、彼に出会ったことで一変してしまった。目頭が熱くなり、じわりと涙がにじみ出て、優樹は慌てた。みっともないと思い、顔を背けようとした。

「……ふん」

　その時、ふいに龍生がまた、唇を歪め、ゆっくりと顔を近づけてきた。優樹は身を固くしたが、ふいに息を呑んだ。龍生が優樹の唇に、自分の唇を重ねてきたからである。

「んっ、う……！」

　驚きのあまり、くぐもった声が喉の奥から漏れた。だがそれは彼の口中に消えていった。

　もう随分と、彼と身体を繋げさせられたが、口づけされたのは初めてだったということにその時、気づいた。

　無防備に開かれたままの唇を、龍生の舌が割った。そのままゆっくりと、優樹の口中を愛撫し始める。歯茎をくすぐり、舌先を嬲り、奥まで差し込んで強く吸い上げる。

「……！」

　その舌の動きに、再び身体が震えた。牡茎や後ろの秘孔を愛撫され、責めたてられるのとは少し違う感覚だった。もっとうっとりとさせるような……口の中への愛撫のためか、頭に直接訴えかけるような、そんな感覚なのだ。

　──どうして……？──

　思いがけない優しい行為と愛撫に戸惑いながらも、馴染まされた身体の方が先に反応し、甘い感覚を感じた。口中の快感はまず頬や頭を熱くさせ、それから全身に行き渡っていく。口の中の粘膜が、これ程感じやすいものだとは知らなかった。舌で愛撫されると、こんなに感じてしまうものなのだろうか。

「んっ、く……」

　心地よさが全身を満たし、胸の突起や、牡茎を息づかせた。さらに力強い腕に引き寄せられ、龍生の身体に密着させられる。敏感な部分が擦られ、心地よさがさらに広がり、優樹は思わず喉の奥で呻き、無意識のうちに、わずかに彼に自分から擦り寄っていた。その身体を龍生の手が一層引き寄せ、彼の腕の中に包み込まれる。快感の他に、既に馴染んだ男の香りと、温もりに、優樹は何故か身体の力が抜けていくのを感じ、思わず彼を見つめた。

　間近で龍生の目が細められるのがわかった。優樹は目を瞠った。その瞳が、思いがけない優しい光を浮かべていた。大きな温かい手が、頬に触れる。さらに奥まで舌が差し込まれる。その時、

　ふいに龍生の携帯が、胸元で鳴った。

「……！」

　びくん、と優樹の身体が震えた。龍生は眉をひそめると、ゆっくりと舌を抜いて口を離した。今までの行為の激しさを示すかのように、唾液が細い銀の糸になって、一瞬、二人をつないだ。

「あっ……」

「──何だ」

　思わず声を漏らした優樹をちらりと見、龍生は素っ気ない口調で携帯を取った。だがすぐに口調が真剣になり、やりとりを始める。相手は石倉らしい。

　優樹は頭が真っ白になってしまい、何も考えられず、ぼんやりとそんな彼を見ていたが、やがてはっとした。まさか博のことでは……。

　龍生は簡潔に幾つかの指示を出し、すぐに電話を切ったが、優樹の表情に気づいてまた唇を歪めた。いつもの皮肉な表情に戻っていた。

「残念だったな、弟のことじゃない」

「……」

「俺はもう行く。電話に救われたな、運のいい奴だ」

「え……」

　優樹は思わずそう言ってしまい、それから当惑して目を伏せた。まだ息が荒い。口づけの名残か、唇が火照り、熟れているような気がして恥ずかしかった。

「──ふん」

「……！　あぁっ……」

　と、龍生は唇を歪め、いきなり優樹の牡茎に手を伸ばし、それを握り込んだ。思わず喘ぎを漏らす優樹に、にやりと笑いかけた。

「お預けを喰らった分、今夜はたっぷり可愛がってやる。覚悟しておけ」

　そして、さっさと手を放し、優樹から離れると、踵を返して出ていってしまった。

「……」

　ドアが閉ざされ、施錠される音が響くとともに、優樹は身体中の力が抜けてしまった。

　大きくため息をつき、壁にもたれた姿勢のまま、ずるずると崩れおちて床にへたり込んでしまう。

　たった今まで目にしていた、龍生の様々な姿が浮かんできた。

　薬物中毒の青年を警察につき出させた姿。自分を押さえつけ、唇を歪めていた様子。そして、いきなり唇を重ねさせられた、あの時の表情……。

　ふいに何か、甘い感情がわき起こってきて、優樹はあわててかぶりを振り、膝を抱え込んだ。彼はやくざで、弟を窮地に陥れた張本人ではないか……！

　けれどそれでも、彼の告げた言葉の幾つかが、どうしても頭の中を離れなかった。

　──簡単に殺すとでも思っていたか──

　──俺も、その出来の悪い弟だったがな──

　あの時──そう言って自分に口づけした時、龍生は少し、いつもと違う様子だった……。

「……！」

　そこまでまた、思いめぐらせてしまい、優樹は再度かぶりを振った。そして、振り切るように、まだ力の入らない身体を起こし、寝室に戻っていった。──龍生と過ごしていた寝室に。

　外は夏の日差しが溢れていた。






４









「──えっ……？」

　その数日後。

　バスローブ姿で廊下に出た優樹は、そのまま凍りついた。玄関のドアを開け、中に入ってきたのは龍生ではなく従弟の昭彦だったからだ。後ろに何人か、派手な服装の、あまり柄の良くない若い連中を従えている。

　前の晩、いつものように優樹を思うさま抱いた龍生は、同じくいつものように、今朝早くマンションを出ていった。

　この数日で龍生はさらに忙しくなったらしく、早朝に出て、帰宅するのは日付が変わった後である。だがどんなに遅くなっても、必ず優樹を抱いて寝る。しかもその行為はむしろ以前より濃密になっていた。時間が短くなった分、とことん優樹を味わおうとするかのようだ。それで、彼が出ていった時、昨夜の行為の激しさのために優樹はまだ身動きも出来ず、夢うつつにその物音を聞いていたのだった。

　むろん、優樹は事実上、ずっとこのマンションに監禁されていた。食事や必要なものは常に、石倉が届けてくれて不自由はないが、外出することは禁じられている。

　──どうして、彼は毎晩こんなことをするんだろう……──

　その時、シーツの海の中で、ぼんやりと優樹はそう思っていた。自分の立場を思い知らせ、逃げる気力を無くさせるためだろうか。

　確かにこのマンションから逃げ、警察に駆けこむことは何度も考えたが、監視が厳しく、とても無理だった。人質になっている自分を歯がゆく思いながらも、優樹はただ、博が一刻も早く帰国し、警察に自首してくれることを祈るしかなかった。

　──そしてその後、一時間ほどして、優樹がようやく起きあがれるようになった時、玄関で扉の開く音が聞こえたのだ。龍生の自宅であるこのマンションに、何の断りもなく入ってくれるのは当人だけだと、優樹は既に知っていた。それでてっきり彼が忘れ物でもしたのかと思い、バスローブを身にまとって急いで出迎えたのだ。

「ふーん、随分と可愛がってもらってるみたいじゃないか」

　だが、入ってきたのは龍生の従弟の昭彦と、その手下らしい一団だった。昭彦は一瞬、優樹の姿を食い入るように見つめると、ふいに唇を歪め、軽蔑した表情を浮かべた。後ろに控える男たちは全員、何故かこちらを見た途端、瞳をぎらつかせ、絡みつくような視線を投げている。優樹は頬を染めながらも、不穏なものを感じて思わず後ずさった。だが昭彦はそれを許さず、優樹のバスローブの襟を掴むと、乱暴に引き寄せた。

「相手には幾らだって不自由しない筈の龍生が、毎晩こんな奴と過ごしているとはね！」

　驚き、苦しげに顔を歪める優樹を間近でのぞき込み、憎しみの籠もった声で言う。

「昭彦さん、ホントに、いいんですかい」

　まだ、優樹にぎらぎらとした視線を向けながら、男たちが言った。昭彦は彼らを振り向き、にやりと笑って頷く。

「ああ、お前らで思いきり楽しんで良いぞ」

「……！」

　優樹は愕然とした。彼らが何の目的でやって来たかようやくわかったのだ。あわてて抵抗するのを昭彦やその手下に手荒く押さえつけられる。

「ですがこいつ、組……社長のお気に入りなわけでしょう、そんなことしたらまずいんじゃ……」

「なあに、こいつは人質の間、玩具にされているだけさ。汚されれば捨てるだろうよ、他に代わりは幾らでもいるからな」

「あ……」

　罵声を浴びせかけられ、優樹は震えた。その通りだと思った。自分は今、まさにそのような立場に置かれているのだ。ひどく惨めな気持ちになった。

「そういうことでしたら、喜んでさせてもらいますよ」

　男たちが舌なめずりして覆いかぶさってきたので、優樹は悲鳴を上げた。

「いやだ、離せっ……！」

　懸命にもがいたが、腕をひねり上げられ、そのまま広い玄関先の床に乱暴に押し倒された。背中を音を立てて強く打ちつけられ、一瞬気が遠くなる。バスローブがあっさりとむしり取られ、男たちが飢えた獣のように襲いかかってくる。

「ちょうどいい、このままやっちまおうぜ」

「なんだ、がっつきやがって。だが確かに、最初見た時からこいつ、随分とそそられるな……」

「社長に抱かれると、男も女もみんなとんでもない身体にされちまうからな。しかもこいつは一度や二度で済んでないから、さぞや良く仕込まれているんだろうよ」

「おい、そりゃマジだぜ。見ろ、この肌の手触り……！」

「やめっ……！」

　幾つもの汗ばんだ手が、優樹の身体を押さえつけ、ぎらぎら光る瞳で唇を這わせてきた。優樹はおぞましさに必死で身をよじった。龍生に触れられ、あんなにも感じたはずの身体は、石のように強張り、硬直していた。だがそれでも男たちの欲情をそそったらしい。

　一人が突き上げる想いに耐えかねたような顔をして、覆いかぶさってきた。金だけはかかっていそうなスーツの布地を通し、欲情の証が伝わってきて、優樹は悲鳴を上げ、もがいた。

「いてっ！　この野郎、蹴りやがった！」

「見かけによらねえな。やりがいがあるってもんだぜ、このガキ！」

　すぐさま報復で腹部を殴りつけられ、そのまま膝をめり込まされて息が出来なくなった。さらにくるぶしのところを踏みつけられ、足も動けなくされる。明らかにこういう行為に慣れている様子だった。

「や、め……」

　優樹は喘ぎながらそれでも首を振った。男たちの肩越しに昭彦の姿が見える。こちらに軽蔑と、苛立ちの籠もった眼差しを向けている。何故彼が男たちをけしかけるのかさっぱりわからない。

「おい、押さえとけよ。最初にぶち込むのは俺だからな」

「なに、俺のが先だろう、お前……」

　だらしなく服を緩めた男たちが争ってのしかかってきた時、

「……！」

　──突然、玄関のドアが開く音とともに、衝撃音が響いた。

　一瞬、優樹は何が起こったのかわからなかった。自分を押さえつけていた男の重みが一瞬にして無くなり、その当人がすぐ脇で呻いていたのだ。皆が息を呑んだ。

「しゃ、社長……」

「人の家で何をしている」

　低い、冷たい声が響いた。龍生が上がりかまちのところで、立ちはだかっている。急に呼吸が楽になった優樹は、咳き込みながらも呆然と彼を見た。

　他の連中も凍りついた。優樹にのしかかっていた他の男たちはそのままの姿勢で硬直している。さっきの男は、龍生につまみ上げられて床に叩きつけられたのだと、優樹はやっとわかった。

「何をしている、と聞いているんだが」

　龍生は冷ややかにそう聞いた。いつもの仕立ての良いスーツ姿で、特に何の感情も露わにせずにこちらを見ている。だが、それだけで充分すぎるほどの威圧感があった。昭彦も他の男たちも、蒼白になって彼を見つめている。

「こ……こいつがオレを誘ったんだよ」

　昭彦がようやく身を起こした男たちを盾にするようにして、卑屈な笑いを浮かべ、そう言った。

「ちょっと用があってこのマンションに行ったら、こいつが出てきてさ……。ほ、ほら、あんたにやられると、誰だってすっげえ身体が淫らになるだろ？」

　そう言って手下たちを振り向く。彼らがあわてて頷いたのに力を得たようで、青ざめて震えている優樹を悪意のある瞳で見やり、更に声を高めた。

「こいつは特に淫売だったらしくて、ケツ振って誘ってきやがったんだ！　だから、……！」

　口汚い罵りの言葉が、ふいに途切れた。衝撃音が再び響いた。

「狩谷さんっ……!?」

　思わず声をあげたのは、優樹だった。龍生が素早く動いたかと思うと、無造作に、昭彦を殴りつけたのだ。

　龍生より身長も体格も劣る昭彦は、あっけなくふっとび、床に倒れ込んだ。頬があっという間に腫れ上がり、鼻血が出て、ハンサムな顔が台無しになっている。

「五人がかりで床に押し倒して押さえつけて、誘ったとはな。もう少しましな嘘をつけ」

　冷ややかな声でそう言うと、床に倒れて呻く昭彦と、再び凍りついた男たちにはもう目もくれず、優樹に近づいてひょい、と抱え起こした。

「大丈夫か」

　聞かれて優樹は目を瞠り、がくがくと頷いた。ほとんど全裸の状態なのに気づいて頬が染まる。

　龍生はその身体に素早く視線を這わせ、頷くと、男たちを振り返り、軽く顎をしゃくった。

「……！」

　それだけで男たちは飛び上がり、最初に倒された仲間と、昭彦を抱え起こすと、ほとんど引きずるようにして大あわてで退散していった。ドアが閉ざされる。

「狩谷さん、どうしてここに……」

　ようやく口がきけるようになった優樹は、彼を見つめたまま懸命に聞いた。押さえつけられた身体のあちこちが痛んだが、それどころではない。龍生は肩を竦めた。

「お前が俺の元に来てから、昭彦の様子がおかしかったからな。それに、奴が今朝からこのマンションの周りをうろついていると、石倉が心配して俺に言ってきた」

「石倉さんが……？」

「奴の姿が見えないので来てみたら、案の定だったわけだ」

　優樹は呆然と龍生を見返した。それでは、彼は自分のことを心配してくれていたのだろうか。それに、昭彦さんの言葉でなく、おれの方を信じてくれた……。

　その視線に、龍生はふと一瞬、目をそらしたが、またすぐにやりと笑って優樹の顔をのぞき込むようにした。

「お前が今、俺を誘っているのは間違いないようだな。実にいい眺めだ」

　それで、ようやく気づいた。着ていたバスローブを奪われてしまった為、優樹は全裸だったのだ。慌てて周囲を見回し、すぐ近くに落ちていたのを取ろうと手を伸ばし、よろめく。まだ男たちに襲われかけた衝撃から立ち直っていなかったのだ。と、龍生がひょい、とその身体を支えてくれた。

「──おっと」

　そのまま、自分の胸に優樹を寄りかからせるようにして、彼は足元に落ちていたバスローブを拾い上げ、その肩にかけた。温かな胸の感触に優樹は思わずため息をつき、それからはっとした。セックスする時とは違う接触の、伝わってくる温もりに、何故か安堵を感じてしまったのだ。

「……！」

　優樹は信じられない思いで龍生を見上げた。龍生も優樹の視線に気づき、またこちらを見つめ返してきた。その茶色の瞳に、自分の姿が映り込んでいる。今度は優樹の方が慌てて目をそらし、それからもう一度、気を取り直して龍生に向き直った。

「あの、助けてくださってありがとうございます。どうか石倉さんにも、そうお伝え下さい……」

　素直に感謝して頭を下げる。それから、わずかに目を瞠った龍生に、そっと尋ねた。

「でも、どうして、ええと……昭彦さんは、ここに来たんでしょうか」

　彼の行動がさっぱりわからなかったのだ。と、龍生は唇を歪めて笑った。

「大方、お前を妬んで馬鹿なことを企んだんだろうさ」

「えっ、妬むって……？」

　何故、彼が自分などを妬むのだ。さらに不思議そうな顔をした優樹に、龍生はまた肩を竦めた。

「お前は本当に、自分が他人にどんな風に見えるのか、考えたことがないようだな」

「……？」

　いよいよ何を言っているのかわからなくなって、優樹は首を傾げたが、龍生は構わず続けた。

「まあいい。直ちにセキュリティの設定を変える。昭彦の奴はもう入れなくなるから安心しろ。……なんだ、随分と心配そうな顔だな。俺の言葉が信じられないか」

「え、いいえ。そうじゃなくて……。あの人、大丈夫かなと思って……」

　龍生に殴られた彼の姿が脳裏に浮かび、思わず身体が震えた。やはり龍生は、普通の人間ではない。昭彦が汚い手段を使って自分を傷つけたのは事実だが、見ているだけでも恐かったのに、そんな彼に実際に殴られたらどんなに恐ろしいだろうと思ったのだ。とたん、龍生はひどく呆れたような顔になり、それから苦笑した。

「そいつから助けてやった俺に対して、随分な言葉だな」

「あ、す、すみません！　でも……」

　口を押さえ、慌てる優樹に、龍生はにやりと笑った。

「来い、馬鹿なことを言った罰だ。今日は少々時間がある」

「……」

　見おろされ、優樹は目を伏せた。今の自分は彼の性奴なのだと改めて思い知らされる。

　龍生が肩を抱き、寝室へと促した。優樹は従順にそれに従ったが、歩き出したとたん、足に痛みが走って思わず顔を歪めた。先ほど押さえられ、踏みつけられた時に挫いたらしい。

「──ふん」

　あわてて顔を背けたが、龍生はすぐに気づき、いきなりひょい、と優樹を横抱きにした。優樹は目を瞠った。

「か、狩谷さんっ……!?」

「じっとしていろ。歩くと手間取る。時間がないからな」

　うろたえる優樹を尻目にあっさりとそう言うと、龍生はさっさと寝室に向けて歩き出した。

　まるで女の子のようだと頬が染まったが、その腕も足取りも全く揺らがなかった。力強い筋肉の感触が伝わってくる。優樹はその温もりに微かにときめきを感じてしまい、そっと目を伏せた。
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「え、あの……」

　優樹は思わず声をかけた。ベッドに降ろされた後、龍生はそのまま行為に及ぶのだろうと思っていたのだが、違ったのだ。寝室に置いてあった救急箱を取ってきて、優樹の押さえつけられて痣になった鳩尾と背中、そして足首を手当てし始めたのである。

「じっとしてろ。すぐに済む」

　呆然とする優樹を尻目に、龍生はベッドの傍らに座ると、実に手際よく痣に湿布をあてがい、足首は包帯で固定した。足首の手当てをしている時は、ちょうど優樹の足元に跪いているような格好になっている。

　──時間がない、なんて言っていたのに……──

　そんなことを思いながら彼の仕草を見ているうちに、優樹は心に、不思議な安堵が広がっていくのを感じた。その確かな動きと、感触とに、そんな感覚を覚えたのだ。

「……！」

　──そして、思わずそんな自分に驚いてしまった。何故、そんな風に思うのだ。彼はやくざで、弟をまだ追っていて、しかも自分をあれ程凌辱した張本人ではないか。なのに彼に触れられることで、安らぎを感じてしまうなんて……。

　でも、触れるといえば……これほど濃密に触れ合った相手は初めてなのだ。毎晩、セックスしているわけだから、身体の部分で、彼に触れられていないところなどもう無い。幼い頃に亡くなった実の両親を除いて、こんなに密接に触れ合うような関係を持った相手はいなかった……。

　──優樹、ほうら見てご覧。緑があんなに光っているよ。綺麗だろう……──

　ふと、その両親との、わずかな思い出が脳裏をよぎり、優樹は龍生を見つめたまま、目の奥が熱くなるのを感じた。両親はよく優樹を高く抱え上げ、そうして耳元で囁いてくれた……。

　──何故、この人の傍にいると、そんなことを考えてしまうのだろう。気持ちが抑えられない。今までそんなことはなかったのに……──

　その時、視線に気づいたのか龍生が顔をあげた。二人は真っ直ぐに見つめ合った。

「……！」

　ふいに、ジン、と強い快感がこみ上げ、優樹ははっと我に返った。

　そして真っ赤になった。龍生が優樹の、着ていたバスローブの裾をまくり上げ、剥き出しにされた白い太腿の内側を、噛んだのだ。

「か、狩谷、さ……」

　何を、と言いかけたが、声にはならなかった。うっすらと歯形が残ったところを今度は丹念に舐め上げられた。それだけで優樹の牡茎はびくんと震え、すぐさま頭をもたげ始めた。その前から、龍生に触れられ、わずかに反応していたのだが、あまりに速やかな今の変化に、優樹は真っ赤になった。

　ついさっき、あれ程多くの男たちに身体をなで回されても反応しなかったのに、彼に触れられた途端、あまりにもあからさまに感じてしまう。今さらながらにそれを思い知らされた。

　と、龍生は優樹の肌を嬲りながら、目だけを動かしてこちらを見、ニヤリと笑った。そして、牡茎ぎりぎりまで、感じやすい内股を噛み、吸って、さらにその肌を弄んでいく。

「や、やめ、あぁ……」

　手よりももっと繊細で、温かく湿った感触だった。嬲られているところから、脈打つように快感がこみあげ、牡茎を刺激していく。優樹はシーツに腰を下ろしたまま、身をよじり、悶えた。そのすぐ近くで牡茎はあっという間に張りつめ、先端から淫らな液を滲ませはじめた。だが、龍生は決してそこに触れようとはせず、牡茎は身を起こしたまま、細かく震えている。

「あぁっ、狩、谷さ……」

　足の付け根の、牡茎すれすれのところを強く噛まれる。与えられた嗜虐的な快感に、牡茎は更にひくりと反応し、優樹は白い背をしならせ、思わず哀願するような声をあげていた。細い指が龍生の髪に絡んだ。

「ね、あっ……！」

　とたん、龍生が唇を離し、身を起こしたので、優樹は思わず切ない声をあげてしまった。龍生はベッド脇に立った姿勢でこちらを見おろしてきた。あられもない格好を笑みを含んだ目で見つめられて、優樹は真っ赤になった。

「欲しいならそのまま這え。そして、尻をこちらに向けろ」

「……！」

　優樹は目を見開いた。何故、龍生に触れられて両親のことを思い出したのだろうと思った。彼と両親は全く違う。当たり前だ……。

　だが、一度高められた劣情は、優樹を容赦なく責め立てて、どうすることも出来なかった。優樹は目を伏せると、震えながら従順にベッドに四つん這いになり、尻をこちらに向けた。

「バスローブをめくれ」

「……」

　言われたとおり、震える指で、そっと一度下がっていた裾をまためくり上げる。淫らな格好だった。屈辱に身体が震えた。白い双丘が剥き出しにされ、その中心で秘孔がひくついている。

「ひっ……」

　優樹は息を呑んだ。龍生の手がその秘孔に触れ、いきなり指を差し込んだのだ。だがすでに、龍生との行為にすっかり慣らされていたそこは、もう柔らかくほぐれていて、あっけなくその長く力強い指を受け入れてしまった。

「あぁっ……！」

「ふん、本当に、開発しがいのある奴だ」

　内側の肉襞を、容赦なく強く擦られる。びくりと身体は引きつったが、牡茎は素直に反応しさらに身をもたげた。微かな金具の音とともに、龍生の声が後ろから聞こえた。わずかに息が荒い。

「お前は、焦らしたり苛めたりすると、より感じやすくなる。……被虐の、身体だな」

「ちが……」

　それを聞いて優樹は愕然とし、懸命に振り返り、かぶりを振った。だがその時、

「あぁっ……！」

　ベッドに膝立ちになった龍生が、容赦なく優樹の身体を貫いたのだった。
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　嘲笑うような口調とは裏腹に、服が緩められると同時に現れた龍生の雄根は既に充分に熱く固く、鋼鉄のように猛っていた。すぐさま優樹の秘孔を容赦なく押し広げていく。

「慣れても、きついまま、だな。全く、なんて身体だ……」

「やっ、そん、な……。あ、あっ……！」

　あまりにその行為と、与えられた衝撃が急だったので、優樹の細い腕は衝撃を支えかね、そのままくずおれて顔をシーツに埋めてしまった。顔をシーツにつけ、尻だけを思いきり後ろにつきだした、酷く淫らな体勢にさせられる。

「いい、格好だな……！」

　優樹は恥ずかしさに強くかぶりを振ったが、どうすることも出来なかった。龍生はさらに身体を進め、最奥へと身を進めてくる。内部の肉襞が震えながら絡みついていく。そんな自分の淫らさが信じられず、優樹は思わず身体を前にずらして逃れようとした。だがそれを龍生は許さなかった。強い両腕で、細い腰の両脇を容赦なく掴むと、つながった姿勢のまま、器用に体勢を変えてそのままベッドに腰を下ろしたのだ。

「──！」

　自分の体重で串刺しにされ、優樹は声にならない悲鳴を上げた。最奥の部分まで、彼の雄根が差し込まれてきた。だが同時に、固く張りつめていた胸の突起と、牡茎を同時に捕らえられ、両方を強く揉みしだかれた。

「あっ、あぁっ……」

　優樹の唇から、あられもない声が漏れた。すでにどう責めればいいか、分かり切っているような龍生の手の動きに、素直に身体が反応してしまう。特に牡茎はまるで、龍生の手をはじき返すような勢いで震え、立ち上がっていた。どうしても堪えることが出来ない。

「あぅっ、く……」

「う……」

　その快感に、秘孔がさらに広がってより深く龍生の雄根を受け入れた。粘膜が思っていた限界よりも広げられていくような気がした。今までよりもさらに深いところで、龍生を感じさせられる。龍生もその感覚に、低く呻いていた。

「か、りや、さ……」

　息も絶え絶えに、優樹は龍生の名を呼んでいた。何も考えることが出来ない。ただ剥き出しの感覚だけに、突き動かされていた。龍生に与えられる快感と劣情、それだけが今の自分を満たしているような気がした。

「あぁ……っ」

　その時、優樹の牡茎が、ついに耐えきれずに達した。一瞬遅れて龍生も達し、その熱い液体を、優樹の体内の中に叩きつけた。

　その感触に優樹は震え、ふっと意識が遠のくのを感じた。龍生の雄根を、最奥に受け入れたまま、優樹は気を失いかけていた。

「……」

　その時、背後から温かなものがそっと頬に触れ、たぐるようにして唇に触れてきた。龍生の唇だった。

「かり……」

　優樹が驚いて、荒い息の下から、もう一度その名を呼びかけた時、

「お前は俺のものだ。……他の誰にも、触れさせん」

　低いささやきが、薄れていく意識の中で耳に届いた。そして、彼の瞳が一瞬、見えた。

　──え……？──

　その瞳は、思いがけず、真摯な眼差しに見えた。彼が何と言ったのか、もう一度、なんとか聞こうとした。

「かり、や、さん……」

　だが次の瞬間、優樹はそのまま気を失っていた。彼の腕に、全てを預けて。

　だから、彼がその時、どんな瞳で自分を見ていたか、とうとうわからなかったのだった。
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　──その数日後。

「……！」

　シーツの海の中で、優樹はびくりと身を震わせ、目を開けた。携帯の鋭い着信音が、耳に飛び込んできたからである。

「……なんだ」

　傍らで龍生が、くぐもった声で出るのが聞こえた。だがすぐそれは緊張したやりとりになった。

「何!?　──わかった、代われ。俺が直接当人と話す」

　そうしながら瞬きする優樹を振り返り、寝ていろ、と目で命じる。優樹は枕元の時計を見た。明け方の四時半だった。何か緊急の連絡らしい。まさか弟が、と思い、優樹は一気に目が覚めた。龍生の背中と、その彫り物が薄明かりの中、ぼんやりと見える。

「Yes, Ryusei speaking, ……」

　次の瞬間、龍生の口からつむぎ出された流暢な英語に、優樹は目を瞠った。正確で、しかも非常に話し慣れた口調だ。だが、弟のことではないようだった。しかもやりとりからして、何か言葉が通じていないように感じた。

　龍生は一瞬口をつぐみ、今度はなんと、同じくらい流暢なロシア語に変えた。優樹は二度びっくりしたが、それでも通じていないらしい。相手はかなりせっぱ詰まっているらしく、かなり大きな声が漏れ聞こえてくる。

「……あの、もしかして、どなたかが急なご病気なのですか……？」

　気になって、優樹は身を起こし、思いきってその背中に声をかけた。龍生は再び振り返り、驚いたようにこちらを見た。

「何故わかった」

「そう仰っていましたから。この時間にかけてくるなら緊急ですよね……？」

「取引先のロシア人だ。今、都内のホテルに泊まっているが、奥方が夜中に急に酷い腹痛を起こしたらしい。そばに付き添っている石倉の話だと、医者はもう呼んだそうだが、どこが悪いのか俺達にはわからない。奥方の苦しみ方が酷くて、彼もすっかりうろたえている」

　それを聞いて目を瞠った優樹は、もう一度思いきって言った。

「あの、ちょっと代わっていただいてもいいですか。もしかしたらわかるかもしれません」

「……」

　龍生は驚いたように眉をひそめたが、すぐに携帯に何か囁くと、優樹に携帯を差し出した。優樹は緊張しながらも、懸命に記憶を探り、言葉を探しだした。

「どうされたのですか。奥様はどこが痛いと仰っていますか……」

　とたん、電話の向こうで安堵のため息が聞こえた。そして、すぐにやりとりが始まった。

「胆石のようです。奥様はご主人のため、ずっと我慢されていたそうで……。それでご主人はすっかり動転してしまって、一時的に故郷の言葉しかお話し出来なくなってしまったみたいです。もともとロシア東部の、少数民族のご出身の方みたいで……」

　優樹の報告に、龍生は眉をひそめたまま聞き返した。

「どうしてそれがわかった？」

「あの……小学校の頃、養父の仕事の関係で、家族で三年くらい、同じ言葉を話す地域にいたことがあるんです。養父は商社の海外開発部門に所属していましたから。言語があの国の中でも少し特殊な地域でした。電話の声を聞いて、それがわかりました」

「……」

　龍生は明らかに驚いた様子で、目を瞠って優樹を見た。優樹は頬を染めた。病気だ、と聞いて無我夢中で応対したのだけれど、急に恥ずかしくなったのだ。

　だが龍生は無言でうなずき、それから石倉に電話を替わらせると、すぐに二、三言命じ、最後にこう言って電話を切った。

「今からすぐにそっちに向かう。優樹も一緒だ、手配しろ」

「えっ……!?」

　呆然とする優樹に、龍生は電話を切ると、口早に告げた。

「そのロシア人との取引は昨日からだったが、通訳をしていた奴が、突然来なくなった。手配をしていたのは昭彦だ。奴も行方をくらませている。おそらく嫌がらせだろう。ビジネスの時は向こうも気を遣ってくれてどうにかなったが、今のような事態では通じなかった」

　優樹は絶句した。もしかして、それは数日前の自分が襲われた件のせいだろうか。

　そういえば昨夜、龍生は帰ってきた時、不機嫌な様子だった。それは、仕事でこのトラブルがあったからだったのかも……。

「支度しろ。緊急事態だ。もう少しお前に手伝ってもらう。服は用意させる」

「は、はい……」

　断りようもなく、優樹は頷いた。龍生はそんな優樹を促してベッドから降ろすと、再び携帯を取り上げ、あちこちに電話をかけ始めた。
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　──結局、その日は夕暮れまで、優樹は龍生と行動をともにすることになった。

　龍生とともに部下の運転する車でホテルに駆けつけると、取引先の男性はいきなり優樹を抱擁し、泣きながら感謝の言葉を述べたのだった。既に奥方は病院に運ばれ、手厚い看護を受けていた。最初に優樹は龍生とともに病院に向かい、そちらで通訳をしていたが、当の奥方が強く薦めたので、そのままビジネスに関しての会話も、通訳を手伝うことになったのである。

　ほとんど十日ぶりに外に出た優樹は、とにかく必死に勤めを果たした。そして同時に、龍生の仕事ぶりに、密かに驚嘆していたのだった。

　当初、優樹は仕事というのはてっきりやくざとしての、いわゆる裏社会的な関係のものだと思っていた。だが違った。様子や会話の内容を聞いている限り、取引先の男性は完全に真っ当な相手だったし、龍生もまた、ビジネスマンとして公正に、そして大変有能に応じていたのだ。彼やその部下の身なりも態度も、やくざや暴力団とはかけ離れたものであった。しかも取引先は今回の件で、迅速に行動してくれた龍生に、さらに信頼感をもったらしい。

「……ここまででいい。お前はもう、先に帰っていろ。明日には代わりの通訳が来る」

　──やがて夕方、龍生がそう命じ、優樹は部下の石倉が運転する車で帰途につくことになったのだった。

　言われてさすがにほっとし、素直に頷いて車に乗り込もうとすると、

「優樹」

「はい？」

　ふいに呼び止められて振り向いた。そしてふと、龍生が自分の名を呼んだのは、今日が初めてだということに気づいた。

「……お前のおかげで助かった。ありがとう」

　続いてそう言われ、優樹はどきり、とした。思いがけない言葉だった。

　龍生は照れた様子もなく、じっとこちらを見ていた。その瞳は真剣だった。

「い、いいえ……」

　あわててそう首を振り、助手席に乗り込んだ。運転席の石倉に軽く一礼すると、彼はすぐに発車してくれた。走り出してからそっと後ろを振り返る。もう彼の姿は見えなかった。

　小さく息をつき、そっと座席にもたれる。久しぶりの外出で、しかも急にとんでもないことになったので、さすがにひどく疲れていた。

　車は夜の東京を、巧みに渋滞を抜けてすいすいと走り、すぐに港区にある龍生のマンションへと優樹を運んでくれた。帰路、ただぼんやりと座っていた優樹は、その建物の立派さに目を瞠った。考えてみればここに連れてこられた時は気を失っていたから、その外観も知らなかったのだ。駐車場は地下にあって、エレベーターで直に建物の中に上がれるようになっている。

「──早坂さん。今日はどうも、本当にありがとうございました」

「えっ……？」

　その駐車場に車を止めた時、ふいに石倉が口を開いたので、優樹は驚いた。石倉はこちらに向き直り、少し照れた様子で続けた。

「今日の取引先との件は、社長にとってかなり大きな受注になるもので……私が中心で行っていたプロジェクトだったんです。もし、奥方の病気が手遅れになっていたら、一体どうなっていたことやら……。まさか、昭彦さんがあんな嫌がらせをするとは思っていなかったものですから」

　そうして、丁寧に頭を下げる。中年で、やや目は鋭いが実直な顔立ちの彼は、やくざというよりは大手企業の有能な幹部社員のように見えた。

「いえ、そんな……」

　あわててかぶりを振ったが、石倉はそれを押しとどめてさらに続けた。

「こんなところで申し訳ございませんが、社長のお留守に、ご自宅に上がってお話しするのもどうかと思いまして。……実は最初に、貴方が社長にお会いした時のことなんですが……どうか、お詫びをさせてください」

「え!?　どうしてあなたが……」

　さっきよりさらに深く頭を下げた石倉に、優樹は目を瞠った。同時に、初めて龍生に拉致られ、責めたてられた時のことが思い出され、頬が染まる。石倉は心苦しそうに続けた。

「社長が貴方を捕らえて、あんなことまでして尋問したのは、私のせがれが、薬物の件で警察に疑われて取り調べを受けたからなんです。狩谷組は先代まで、けっこうそちらの取引で有名でしたし、私は古株で、龍生さんが生まれる前からこの組織におりまして、そっちの件で捕まったこともありますもので……。それに、せがれはあなたの弟さんと少々背格好も外見も似ているもので、警察も疑っちまったんですな」

「……」

「私も今はそんな危ないことからはきっぱりと足を洗いまして、せがれも組に出入りしていたガキの頃はともかく、今は完全に堅気になっておりましてね。いい嫁も来てくれたばかりで……。だから尚更、社長は大急ぎで弟さんを捕らえようとしたんです。幸いアリバイが成立して、もうせがれへの疑惑は晴れたんですがね。貴方には、本当に酷い仕打ちを受けさせてしまいました。なのに、貴方は大層気丈にしていられたし、さらにこうして私を助けて下さったもので……どうにも心苦しいのです。本当に申し訳ございませんでした」

　そうして、もう一度深く頭を下げる。優樹は呆然としていたが、そっと尋ねた。

「あの、それでは狩谷さんは……もう薬物などを取引とかは、していないのでしょうか。……今、石倉さんは先代まで、と仰ってましたけれど。それに最初から、狩谷さんのことを社長、と呼んでおられましたし」

「はい、それはもう」

　石倉は驚いたように優樹を見たが、強くうなずいた。

「今日、ご覧になって早坂さんもよくおわかりかと存じますが……。実は二年ほど前、社長が後を継がれた直後、組の方針を大幅に転換したのです。今後、やくざ稼業からは出来る限り速やかに足を洗う、これからは普通の企業として狩谷組を変えていくと」

「えっ……」

「その時は私たちは本当に驚きましてねえ。何しろ狩谷組は明治の時代から続いた、血縁で続く組織でして、そういう社会じゃなければ生きられないような人間が結構いましたから。けれど、社長はさらに仰ったんです。現在組に属する人間は、責任を持って一生面倒を見る。ただし法律は守ること、そして、成人している者は調理師など最低でも資格を一つ、未成年は全員、夜学や私塾に通い、これも、最低でも高卒と同じレベルの学力を身につけ、それぞれそれを証明するように。またその為の必要な金は全て組で持つ、と。以下を守れない者はすぐに出ていけ、とね。自分のことを社長と呼ぶように、と命じたのもこの時です」

「……！」

「おわかりでしょうが、やくざってのは、はみ出し者が多いんです。学校もろくに通っていない連中もけっこういる。色々見てきて、それではこれからは駄目だ、とあの人は考えたんでしょうな。私もそれで真っ青になった口ですが……社長のビジネスの腕は確かでした。それに、勉強ってのも、出来れば案外面白くてね。危険物取り扱いの資格を少々いただきました」

　石倉は照れたように笑い、それから真顔に戻ってまた続けた。

「そうした方針で狩谷組が動き出し、軌道にも乗ってきた時にあの麻薬騒ぎが起きましてね、狩谷組を名乗っている、と聞いたもんで……すぐさま状況を把握しないといけなかったのです。多分これから、社長からお話があると思うんですが、大方、長年狩谷組と対立してきた組の仕業じゃないかと、皆は思っているようですが……。ただ、あそこはうちと違って、時代に対応できずに結構大変なことになっているらしく、そこまで力が無いはずなんです。社長はそのことをいぶかしんでいるようです。そういった事情もありましてね」

「……」

　優樹は目を瞠って、その話を聞いていた。確かに自分は過酷な目にあったし、石倉の話だけだったらその言葉を疑っていたかもしれない。だが今日、龍生の働きぶりを目にしたし、それまでも彼が仕事で忙しいのを見てきていたのだ。

「あの……それでは、狩谷さんは父上の後を継がれたのでしょうか。確かご兄弟がいたと……」

　脳裏に、以前聞いた龍生の言葉がよみがえって、優樹はそっと尋ねた。石倉は目を瞠った。

「社長は兄上のことを、お話しになられたんですか。滅多にそれは口にされないんですが」

「いえ、お兄さんがいた、ということだけです」

　優樹はあわててかぶりを振った。本当は『俺も出来の悪い弟だった』という言葉を聞いていたのだが、それがずっと忘れられずに気にかかっていたのだ。

「……早坂さんも、お兄さんですからな」

　石倉は笑い、それから少し逡巡した後、こう言った。

「社長には、八歳年上の兄上がおいででした。母上はご兄弟が幼い頃に亡くなられております。そして父上が急逝され、最初に跡を継がれたのはその方です。聡明で優秀な方で、最初に組織を変えようとされたのも、兄上でした」

「お兄さんが……？」

「ですが、そのせいでしょうか。ご無理を重ねまして、早くに亡くなられました。その時、社長はまだ未成年でしたので、社長の叔父に当たる方が次を継がれました。昭彦さんはその息子です。社長が跡目を継いだのは、その後です」

「……」

　優樹は息を呑んで、石倉を見つめた。石倉は少し困ったように微笑み、言った。

「申し訳ありませんが、これ以上は私からはお許し下さい。さ……」

「あ……はい。ありがとうございました、石倉さん」

　慌てて礼を言って車を降りる。石倉は一礼してまた、去っていった。　
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「──まだ、起きていたのか」

　その日も、龍生の帰りは遅かった。出迎えた優樹にそう告げたのは、真夜中をやや過ぎていた。

「お前のおかげで、取引は無事済んだぞ。奥方の容態も安定している」

「そうですか、良かったです……」

　キッチンでミネラルウォーターを二瓶飲み干し、龍生はそう言った。バスローブに着替えていた優樹は頷き、そっと彼を見上げた。先ほど、石倉に言われた言葉を、ずっと考えていたのだ。

　──社長が貴方をあんな目に合わせたのは……私のせがれのせいなんです──

　──兄上がおられたのですが、ご無理を重ねて、早くに亡くなられました……──

　だとしたら、彼は兄の意志を継いで、組織を変えようとしているのだろうか……。

「石倉が、何か言ったらしいな。奴が話していたぞ」

　ふいにその時、自分を連れて寝室に向かいながら龍生がそう言ったので、優樹はぎょっとした。彼はこちらを見、笑っていた。

「あ、いいえ……おれが聞きたがったんです」

　慌ててそう言った。石倉が龍生に悪く思われるのはいやだった。

「ふん」

　龍生は肩を竦め、寝室につくと、スーツを脱ぎ捨てた。

　それを、優樹はそっと取り上げてハンガーに掛けた。彼の傍で過ごしているうちに、だんだんとこういった行為が普通になって来ていて、そのことに頬が染まった。

「何をどこまで聞いた？」

　ネクタイも外し、くつろいだ格好になって龍生はそう尋ねてきた。彼の衣類を整えていた優樹は、戸惑ったが素直に答えた。

「あの……狩谷さんが、組織を変えていこうとしているということと、ご家族のことを少し……」

「兄貴のことか」

　龍生は一つ大きく息をついて、ベッドに腰を下ろした。そして、ぽつりと言った。

「俺の死んだ親父は気が荒くてな。古いやくざの典型のような性格をしていた」

　驚いて立ったままこちらを見つめた優樹に、龍生は肩を竦めた。

「法に触れることは一通りなんでもやって、そのことを自慢しているような奴だった。家でも酷い暴君で、容赦なく暴力を振るった。お袋はそれで命を縮めて死んだ」

「えっ……」

「兄貴は、そんなお袋や俺をいつも庇ってくれた。優等生で、優しくて……死んだお袋は口癖のように、兄を見習え、と言っていた。だが、俺は成長するにつれて、兄と比較されるのが辛くなっていった」

「……」

「それでいっぱしのつもりで、お袋が死んだあたり……中学生の頃から、随分と兄貴に反抗した。狩谷組の組長の息子、となれば、ちやほやする奴は幾らでも出てきたからな。親父は後先も考えず、面白がって煽ったから尚更だ。それで随分といい気にもなった。──大馬鹿な話だ」

「……」

「そうこうするうちに、親父が死んだ。兄貴は二十五歳の若さで跡目を継いだ。兄貴は本音では受けたくなかったと思う。だが組織には、子供の頃から助けてくれた石倉や、お袋の血縁の連中とかもいて、組織を捨てることは出来なかったらしい。そして継いだからには、組織を真っ当な形に変えていこうと決意したんだ。これまで親父の振る舞いを、さんざん見てきて、これでは早晩、絶対に組織が壊滅してしまうと思ったんだろう」

「でもそんな……」

「ああ、無茶だった。石倉や、他の一部の組員は協力したが、それだけでは難しかった。それに俺はそういうことが全くわからず、家にも寄りつかず金だけをせびり、遊び歩いていた。兄は最初注意していたが、そのうち何も言わなくなった。疎んじられていると思い、俺は尚更反発した」

　思わず声をあげた優樹に、龍生は苦笑した。自嘲するような笑いだった。

「そんな状態が一年くらい続いて、次に会った時、兄貴は死にかけていたんだ」

「……！」

　優樹は息を呑んだ。

「無理がたたって、身体のあちこちを壊していた。その時、石倉が話してくれたんだが……組織を変えようとした兄貴は、随分と敵も作ってしまっていた。その為、俺を巻き込まないようにとわざと俺を遠ざけていたそうだ」

　いつしか、龍生の口調は真剣で、激しいものに代わってきていた。優樹はふと、彼はずっとこのことを誰かに話したかったのではないか、と思った。それで何も言わず、彼を見つめて耳を傾けていた。龍生はそんな優樹を見つめ、さらに続けた。

「自分が危機に立たされていると知ったら、弟は兄の自分を助けようとする。そうなれば龍生も危険に晒してしまう、そんなことはさせたくない、とな。俺は兄貴に泣いて詫びた。兄貴は笑って許してくれた。そのすぐ後に、兄貴は死んだ」

「……」

「それで、石倉に助けてもらって、遅まきながら勉強を始めた。兄貴が何をやろうとしていたのかも学んだ。幸い、後を継いだ叔父……昭彦の親父は無能だった。俺は準備を整え、叔父を追い払い、二年前に組織を手に入れた」

　そこまで話し、ふと、龍生は我に返ったかのように、目を見開いて見つめる優樹を見た。そして肩を竦めた。

「わかっただろう。俺は本当に、出来の悪い弟だった。兄貴のそんな気持ちもわからずに、粋がって馬鹿ばかりを繰り返していたわけだ」

「そんなことありません……！」

　優樹は反射的に首を振り、そう叫んでいた。

「何だ？　同情したのか。慰めるつもりか？」

「違います！」

　優樹は真剣に龍生を見つめ、思わず叫んでいた。

「もし貴方が本当にそんな弟なら、今こうしてお兄さんの意志を継ぐことなんて、できなかった筈です。貴方はそれで行いを改めて、勉強もして、組織を普通の企業へと変えて行ったのでしょう？　今日、おれはたまたまお仕事の場を見ることになりましたけれど……。学生の、何もわからないおれが見ても、皆さんすごくきちんと、普通の企業以上にお仕事をされていました。きっと、お兄さんも誇りに思っていると思います。それに、お兄さんだから、弟を巻き込みたくなかった、というのもわかります。おれが兄でも、そう思います……！」

「……」

　と、龍生は呆気に取られたような目でこちらを見た。優樹はドキリとした。

　しまった、と思った。おれはこんなことを言って良い立場ではないのに。でも、彼の話を聞いていたら、思わずそう言ってしまったのだ。

「そう、思うか」

「はい。おれも、兄ですから……」

　その時、龍生は優樹を見つめたまま、ひどく真剣にそう言ったのだった。優樹はドキリとしたが、彼を見つめ返したまま頷いた。本気でそう思っていたからだ。

　そのまま、視線をあてがったままの龍生に、誘われるように優樹は続けていた。

「おれは、五歳の時に実の両親を亡くして、養子になりましたけれど……その前に、少し何人か、他の親戚に預けられていたことがあったんです。その時、皆、おれのことが迷惑そうでした」

　何故、こんなことを話すのだろうと自分でも思いながら、さらに言葉を継ぐ。

「だから、早坂の養父母に引き取られた時は本当に嬉しかった。そして、一つ下の博が、おれを慕ってくれたのは、もっと嬉しかったんです。自分を必要としてくれる人間がいるのは、こんなにも嬉しいことかと思いました」

「……」

「生意気ですけれど……お兄さんは子供の狩谷さんを、とても可愛がっていて、お父さんから庇ってくださったのでしょう？　それは、狩谷さんがお兄さんととても慕っていたからだと思うんです。狩谷さんや石倉さんのお話を聞いていて、それが、おれでもよくわかりました。だからお兄さんは、死ぬまで狩谷さんのことを大事に思っていたんだ、と思います……！」

「……」

　息を弾ませてそう言い切った優樹を、龍生は無言で凝視していた。

　と、ふいに唇を歪め、にやりと笑うと、座ったまま手を伸ばして優樹の身体を引き寄せた。

「大人しそうに見えて、お前、結構言うな」

「え!?　そんな……」

　やはり失礼だったかと、優樹はどきどきした。だが龍生の瞳は、微かに笑みを浮かべていた。

「俺に真っ向からそんなことを言ったのは、お前が初めてだぞ。しかも、初対面であんなことがあったのにだ」

「でも、あれは……」

　思わず頬が染まったが、優樹は彼を見つめたまま言った。龍生から色々話を聞いたことで、少し気持ちが大胆になっていた。

「石倉さんの息子さんを助けるため、だったんでしょう？　帰りに聞きました。それに、対立する組織のこともあったと……」

「奴が、そんなことまで話したのか」

　龍生は目を瞠り、呟いた。優樹はそんな彼の表情を見つめながら、密かに思いを巡らせていた。

　今日や、それ以前にも見た様子では、龍生は石倉を始めとする部下たちを大事に思い、彼らも龍生を慕っている様子だった。色々と大変な状態の中で、彼を信じ、力を貸してくれた部下たちの存在は、龍生にとって大切な存在なのだろう。だからこそ彼らも、忠実に仕えているのだろうと思う。

「それなら、石倉から聞いているな？　薬をばらまいているのが磯崎組の仕業かどうかまだ不明だが、こっちの身辺がきな臭くなっているのは事実だ。とりあえずこのマンションのガードをさらに固める」

　優樹が思わず緊張して頷くと、龍生はふいに笑った。

「お前……結構、人をたらすのが上手いな」

「えっ？」

　思ってもいない言葉に、目を丸くした優樹の鼻を、龍生は軽くつまんだ。

「そら、その目だ。でかい黒い瞳で、大人しいくせに、絶対に反らさない。石倉もだが、それにみんなたぶらかされる。俺に責められている時もそうだったな。そんな奴も、初めてだ」

「それは……恐くて目が反らせなかったからです。それに、博のことをなんとかしなきゃと思っていたから……」

　言いながら、不安がこみ上げてくる。それもいつも感じていることだった。

　結局弟の、海外に逃亡した後、博の行方はわからないままなのだ。一体、どこでどうしているのだろう。一刻も早く日本に戻って、自首して欲しい……。

「あっ……！」

　そう思い、つい、顔を曇らせた優樹は、ふいにベッドに押し倒されてぎょっとした。

「か、狩谷、さん……？」

「何を考えている」

「いえ、あっ……」

　バスローブの間から手が進入し、胸の突起を手荒く揉まれて優樹は身悶えた。そして同時に、触れられた時、これまでにない、不思議な親密さを彼に感じた。

「昔の話はもう終わりだ。もっと楽しいことをするか」

「……」

　にやりと笑い、優樹の身体にのしかかりながら、シャツを脱ぎ捨てて覆いかぶさってくる。彼の肩越しに、背中の見事な彫り物が見えた。

「あの……もう一つだけ、聞いてもいいでしょうか」

「なんだ」

　そっとそう言うと、返事が返ってきた。優樹は思いきって聞いた。

「狩谷さんは、どうして……その龍を彫られたのですか？　それは最近のもの、ですよね。もし、やくざを辞めるおつもりならそれは……」

　確か、ある程度の年齢になるまで、入れ墨は入れられないのだ、というのをどこかで聞いたことがある。成長前に入れると、皮膚が延びておかしな絵になってしまうからだ。だが龍生の彫り物は見事だった。

　と、龍生が再びこちらを凝視してきたので、優樹はどきりとした。もしかして、今度こそ失礼なことを聞いてしまったのかも……。

「……変なことに気づく奴だな」

　だが龍生はまた、見つめる優樹の目に笑いかけた。

「背負うためさ。狩谷組の全てを、この背にな」

「……」

「兄貴も入れていた。これを入れちまえば、後戻りは出来ない。堅気とは違う人生を歩むことになる。だからこそ、いざとなったら、俺が全部被る。その誓いで俺も入れた。だが、他の連中には強制したくない」

「……」

　優樹は、龍生の瞳をじっと見つめた。

　その瞳は、思いがけず、優しい光をたたえているように見えた。優樹は無言で、そっと、自分から龍生にすがりついた。それは初めてのことだった。

「何だ、急に」

　肩越しで龍生の笑みを含んだ声が聞こえた。だが同時に彼は、優樹の背を力一杯抱きしめ返してきた。二人の身体が強く密着し、優樹の身体が若木のようにしなった。身体が龍生を求めているのが、はっきりとわかった。

　龍生が一旦、身体をわずかに離し、唇を重ねてくる。同時に舌が侵入してきた。優樹はかすかに身を震わせながら、目を閉じて素直にそれを受け入れた。

　目を閉じる前に見えたのは、やはり龍生の茶色の瞳だった。情欲と、思いがけない優しい光をたたえた瞳を、優樹は脳裏に焼き付けていた。
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「本当に、ありがとうございました、ハヤサカさん」

　それから数日後、取引先の男とその妻は、成田空港で優樹に頭を何度も下げた。彼女はもうすっかり元気になっている。彼らはこれから帰国の途につくのだった。

「いいえ。お……私はたまたま出来ることをしただけですから……。どうかくれぐれも、お帰りになられてもお大事にしてください」

　あわてて頭を下げ返す。優樹は龍生に連れられて、成田まで来ていた。夫妻が、どうしても最後に、優樹にもう一度礼を言いたい、と頼んだからだ。

「貴方がまだ学生さんだと、後から聞いて驚きました。カリヤ社長がとても貴方のことを誇らしげに話しておいででしたよ」

　男の言葉に、優樹は驚いて龍生を見上げた。だが龍生はこちらを見ず、淡々とした態度で受け流している。濃紺の、仕立ての良いサマーウールのスーツと、アイスブルーのシャツの組み合わせが夏らしくすっきりとした着こなしだった。

　何度も礼を繰り返し、飛び立っていった夫妻を見送って、優樹は龍生とともに帰途についた。

「……」

　その途中、優樹はそっと後ろから龍生を見やった。彼は手ずから運転し、優樹を後部座席に座らせている。意外なほどに丁寧な、静かな運転だった。

　──狩谷さん……。最近ずいぶん忙しそうだけれど、どうしたのかな……──

　この数日のことを、優樹は思い出していた。優樹が通訳を務めた後、龍生はこれまでよりもさらに忙しくなり、早朝に出かけ、日付の変わった後に帰宅するようになっていたのだ。

　もしかして、昭彦の件が何か関わっているのではないのだろうか。何故かは全くわからないのだけれど、昭彦は優樹を敵視し、手下を使って襲おうとし、それを龍生に阻まれた。その後さらに通訳の件で嫌がらせを仕掛けた後、彼は全く龍生の周囲に顔を見せていないようだった。そして、その周辺も緊張の度合いを増していた。龍生はほぼ同時にマンションのガードを強化し、優樹には龍生本人以外、絶対に応対するな、と命じていたのだ。もともとこのマンションは龍彦のもので、かなり自由になるらしい。

「あの……狩谷さん。お夕飯は、どうされますか」

「帰ってきたら食う。用意できるならしておけ」

　まず、そっと後ろから声をかけた優樹に、前に目を向けたまま龍生は応えた。

　実は最近、優樹は龍生のために、食事を作り始めていたのだ。

　龍生の命令で、それまでずっとケータリングサービスを利用していたのだが、龍生が監視を強化したのと、彼の帰りが大変遅くなったこととで、自然と優樹がマンションのキッチンで作るようになった。もともと優樹は、養父母の残したわずかな遺産に手をつけず、慎ましく暮らしてきたので、自炊も得意だったのである。材料は石倉が手配し、自室には何と龍生本人が持ち込んで来てくれている。そして、龍生は毎晩それを食べ、その後、必ず優樹を抱く。それはどんなに彼が多忙になっても変わることはなかった。

「はい。それと……」

　思いきって昭彦のことを聞こうとした時、

「──お前を、しばらくマンションから遠ざけた方が良いかもしれんな」

「えっ!?」

　ふいに、視線をそのままにぽつりと龍生が言ったので、優樹は目を瞠った。

「あの、それはどういう……」

「まだわからん。わかり次第話す」

　龍生はやはり前を向いたまま、軽く、手を振って優樹を黙らせた。その時ちょうど、車がマンションに着いた。ゲートで龍生が暗証番号を打ち込み、そのまま地下駐車場へと、エレベーターを使って降りていく。

　そして指定の場所に着き、降りようとする優樹を制し、龍生は先に降り立つと、優樹の座っている側のドアを開けた。頬を染めながら優樹が降り立った時、

　──ふいに物陰から、銃声が響いた。

「えっ……」

　一瞬、何が起こったのか優樹にはわからなかった。軽い、まるで花火が弾けるような音だった。

「優樹っ……！」

　その音と、龍生が優樹をコンクリートの床に倒し、覆いかぶさったのはほぼ一緒だった。

　次の瞬間、優樹の心臓が止まった。

　鈍い、ビシッという音がすぐ間近で聞こえ、血の匂いがどっと広がったのだ。

「か、狩谷さんっ……」

　優樹は悲鳴を上げた。龍生の左の二の腕がえぐられ、そこから血が噴き出していた。

　途端、また銃声が響いた。今度は外れ、開けたドアの窓に命中したが、防弾ガラスなので跳ね返った。優樹の顔から血の気が引いた。襲撃されたのだ、とそれでようやく気づいたのだ。

　──狩谷さんっ……！──

「優樹、来い！」

　だがその時、龍生がそう叫んだ。さっきと全く変わらぬ、力強い声だった。言うと同時に、優樹の身体をすっぽりと包み込むようにして、這った姿勢で再び車の中に逃げ込む。ドアが閉ざされた。銃声がさらに響き、コンクリートの床をえぐる。

　龍生は素早く、優樹を庇って後部座席に横たわった状態で、スーツの内ポケットの銃を確認していたが、ふいに目を瞠った。

「何をしている、優樹！」

　優樹が、庇われた不自由な姿勢で自分のハンカチを取り出し、龍生の腕を縛っていたのだ。彼の血が滴り、龍生の白い頬を濡らした。

「止血します……！」

「……」

　青ざめた顔で、こちらを凝視する優樹に、龍生は一瞬、呆気に取られたような眼差しを向けたが、優樹が手早く傷口を縛ると、口早に命じた。

「そのまま伏せていろ。俺が良いというまで身を起こすな」

「でも、貴方は……」

「伏せていろ！」

　そう言うと、龍生は助手席のシートを倒し、後部座席から器用に運転席に移動した。その動きを見て、また相手が撃ってきたが、とたん、龍生はエンジンを吹かし、ライトを点灯させると何と銃声が聞こえてきた方に向けてステアリングを切った。

「狩谷さんっ、何を……！」

　優樹は思わず叫んだ。だが龍生は構わずそちらに向けて突っ込んでいく。

「うわあっ……」

　とたん、物影に隠れていた男が、突進してくる車にたまらず飛び出してきた。くすんだ色のＴシャツにジーンズ、野球帽を被り、手には銃を持ったままで、間違いなく狙撃してきた男だった。そのまま、蒼白な顔で逃げ始める。それを容赦なく龍生は追った。狭い地下駐車場をぐるぐると、驚くほど巧みなハンドルさばきで回りながら、ぐんぐんと追いつめていく。優樹は思わずそっと身を起こして様子をうかがった。男は最早逃げるので手一杯になっている。龍生は巧みに早さを調整しながら、それを追っている。まるで狩りをしているかのようだった。

「……！」

　と、ふいに、ズン、と鈍い音が響き、男は悲鳴を上げて倒れた。手から銃が飛んだ。龍生が車の前部をその背に当てたのだ。加減したようだが男は衝撃で身動きできなくなった。

「狩谷さんっ……」

「車から出るな」

　龍生は優樹にそう言うと同時に外に出、すぐそばに倒れている男の右手を靴で踏みにじった。男が再び悲鳴を上げた。さっきより悲痛な声だ。三十歳程だろうか。

「社長っ……！」

　その時、ようやく龍生の部屋の外に詰めていた警備役の男たちが駆けつけてきた。彼らが持っている端末が、モニターになっていて駐車場の様子も分かるのだ。

「馬鹿者、遅い」

　龍生は男の身体を踏みつけたまま、冷ややかに叱責した。男たちが震え上がった。

「も、申し訳ございません……！」

「銃を拾え。こいつを捕らえろ」

「はっ！」

「地下だが、銃声は聞かれただろう。警察が来る前にこいつに聞きたいことが色々ある。磯崎組の奴にしては、待ち伏せ場所が詳しすぎる……」

　二の腕に血を滲ませながら、龍生は全く揺らぐことなく、手際良く指示を下している。それに男たちは手足のように動いていた。呻く男を捕らえ、後ろ手に拘束具をかける。

　それを、優樹はただ呆然と見つめていた。

　他の誰も、優樹の目には入らなかった。龍生のその赤い血だけが、優樹の目に焼き付いていた。自分が縛った白いハンカチの上に、べっとりと染みが出来ている。その血の匂いが、あたりに漂っていた。

「か、狩谷さ……」

　細い声が自然と唇から漏れた。すると、龍生は口をつぐんで振り返り、優樹を見つめ返した。二人の視線がからみ合った。

「──誰か一人ついて、こいつを部屋に連れていけ」

「はい！」

　男たちの一人が歩み寄り、丁寧な仕草で優樹を車から降ろした。そのままエレベーターに乗せられる。されるままになりながら、優樹はまだ呆然と、龍生の方を見つめていた。

　龍生も、何故か優樹から目線を反らさなかった。エレベーターの扉に分断されるまで、二人はじっと相手に視線を注いだまま、反らすことはなかった。優樹は龍生の血の匂いをいつまでも感じていた。

　そして頬に、龍生の血が飛び散ったままだと優樹が気づいたのは、部屋に戻り、しばらくたってからのことだった。
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「あっ……」

　玄関のドアが開閉する音が聞こえた瞬間、優樹ははじかれたように身を起こしていた。

　そのまま、急いで寝室から廊下に出る。襲撃されてから何時間もが経ち、既に真夜中をとうに過ぎていた。

　真っ先に目に飛び込んできたのは、玄関に立つ龍生だった。警察の長い取り調べから帰ってきたのだ。

　襲撃された後、警察が駆けつけ、マンションの中は一時騒然となった。龍生は生け捕りにした男を彼らに引き渡した。むろん、それ以前に持っていた拳銃などは隠したのだろう。

　既に名乗ってはいないが、もと狩谷組の組長としての過去から、警察は龍生に同行を求め、彼も従ったのだった。優樹のところにも刑事が来たが、龍生がどう話したのか、彼らは優樹の名を確認し、連絡先を伝えただけで帰っていった。

　今、戻ってきた龍生は、既にスーツの上衣は脱いでしまっていた。シャツも着替えていたが、その袖の布地が微かに膨らんでいて、包帯が巻かれているのがわかった。優樹は怪我はなかったので、シャワーを浴び、今はバスローブ姿である。

「──いたのか」

　龍生は、優樹の姿を見てむしろひどく驚いた様子だった。どうしてそんなことを問うのか、と一瞬思ったが、次の瞬間、靴を脱ぎ捨て、早足で近づいてきた彼に強く抱きすくめられた。

「……」

　その温もりと彼の香りに、最初に強く感じたのは安堵だった。優樹は思いきりその香りを吸いこみ、彼の身体をそっと抱きしめ返した。彼の脈打ちがはっきりと、肌を通して伝わってくる。

　──ああ、彼は間違いなく、生きている……──

　そんな想いがごく自然にこみ上げ、優樹は目頭が熱くなった。

「怪我は……大丈夫ですか。警察は……」

「大したことはない。かすっただけだ。医者の奴が、最初に止血したのが良かったと言っていたぞ。警察にも随分と事情を聞かれたが、今の俺の組の運営状況を洗っても、当然、何も出てこないので返された」

「あの、襲撃してきた人は……」

「警察に突き出した。まあその前に、二、三聞いたがな。金で雇われた奴らしい。その話は後だ」

「……」

　優樹は思わず身震いした。

　数時間前、龍生とともに襲撃され、自分を庇って彼が傷つくのを見てしまったのだ。その時感じたのは、背筋が凍るほどの恐怖だった。

　それは、自分が殺されるかもしれないから、ではなかった。龍生が死んでしまうかもしれない、という恐怖だった。そして今、彼に触れ、彼の生きている証が伝わってきて、優樹は心の底から安堵していた。

　──俺は……!?──

　だが、龍生がさらに強く自分の身体を抱きしめた時、初めて自分の感情に気づき、優樹は愕然とした。一体どうして、彼が無事でこんなにほっとしているのだろう。彼は博を追いつめ、弟をおびき出す罠に自分を捕らえて監禁している張本人なのだ。なのにおれは、ごく自然に、感情が湧いて出るように、彼に抱かれて安堵していた……。

「……」

　ふいにその時、龍生が手を緩め、優樹の顎を掴んでわずかに持ち上げた。彼の茶色の瞳が、息苦しいほどに強くこちらを凝視していた。まるで、優樹をその視線で支配するかのようだ。その中に自分の姿が、小さく小さく映り込んでいる。

「んっ、う……」

　だが、その瞳がさらに間近に近づいたかと思うと、ふいに切なげに細められ、次の瞬間、唇が合わせられた。同時に温かく湿った舌が口中に侵入してくる。

　まるで貪るような、激しいキスだった。その粘膜同士が触れ合い、擦りあげられる動きに、彼との行為に慣らされきった身体は従順に反応した。歯と歯がぶつかってカチカチと鳴る。そのわずかな震動にすら感じてしまう。

「ふっ……」

　心よりも先に、身体が感じてしまい、とろけるような甘い感覚がこみ上げてきて優樹は身体をしならせた。二人の身体が密着し、龍生は優樹の膝を割り、自分の足で優樹の華奢な身体を挟みつけるようにした。感じやすい乳首が龍生の身体に触れて強く擦れ、さらに心地よい感触がこみ上げてくる。どくり、と、龍生の雄根が、一度強く大きく脈打つのが感じられた。

「んっ、ふ……」

　と、その時、いきなり龍生が唇を離した。それまでの口づけの濃厚さを表すかのように、唾液が細い銀の糸になってお互いの唇を一瞬、繋いだ。

「……逃げなかったのだな」

　その時、龍生がこちらを見つめたまま、赤く濡れた唇でそう呟いた。思ってもいなかった言葉に、優樹は呆気に取られた。龍生は苦笑した。

「襲撃されたから、警察がお前にも事情を聞きに行っただろう。その時、お前は俺に監禁されていると奴らに訴え、保護してもらうことも出来たはずだ」

「……」

　優樹は目を瞠った。龍生の笑みがさらに広がった。

「そんなことは考えもしなかった、という顔だな。気がいいな。堅気でもお前のような奴はあまりいないぞ」

「……」

　優樹は微かに首を振った。そして、どうして警察に何も言うな、と命じなかったのだろうと思った。そうすることは出来たはずなのに。龍生はその肩を取ると、寝室へと促した。

「来い。お前を抱く」

「えっ、でも……」

　いつもとどこか違う、決然とした声に、優樹は目を丸くした。慌てて彼を見上げかぶりを振る。

「なんだ、恐いのか。撃たれながら俺を手当てしていた時の肝の太さはどこに行った？」

「そうじゃないです。だってあなた、怪我をしているのに……」

「……」

　と、龍生は優樹の言葉に再び目を瞠り、それからにやりと笑った。

「見くびられたものだな。……来い」

　そして強引に、優樹の肩を抱き、寝室へと誘っていった。優樹はその温もりに目を閉じた。その時感じたのは、やはり、安堵だった。
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「……あ、あぁっ！　そ、んなっ……。狩谷、さん……」

　股間に顔を埋められ、優樹は必死になって頭を振った。

　二人は既に全裸だった。寝室に入るなり、龍生は飢えたように優樹の服を脱がせ、自分も服を脱ぎ捨ててベッドに押し倒したのだ。

　今、龍生は優樹の白い足を大きく開かせ、肩に乗せるようにして、牡茎を口に含んでいた。

　龍生の左腕には、鮮やかに白く包帯が巻かれている。だが、龍生の身体は力強く優樹を支え、全く揺るがなかった。

　龍生が舌で丹念に牡茎を愛撫する淫らな音が、優樹の耳に届く。

　その音と、手で愛撫されるよりも遥かに濃厚で、繊細な舌の動きに、優樹はすっかり翻弄されていた。透明な液体を止めどなく溢れさせる先端を舌先でくりくりとこじり、竿に舌を這わせ、顎の裏で押さえつけ、根本まで含んで吸い上げる。その動きを何度も繰り返され、優樹は頭まで突き抜けるような快感を感じさせられていた。触れられてもいない胸の突起は固く尖り、肩に乗せられた足の指がひくりと震え、のけ反る。

　まるで、奉仕するかのようなその愛撫に、優樹は激しくかぶりを振った。

「や、やめて、くださいっ。そんなことを、した、ら……」

　白い身体をよじって懸命にそう訴えると、龍生はふと口を離し、にやりと笑った。

「感じているな、優樹……」

　優樹は驚き、彼に目をやった。

「もっと、もっと感じろ。お前が俺の手で、感じて、高ぶるのが見たいんだ」

「狩谷、さ……」

　優樹は震えながら龍生を見つめ返した。笑みを浮かべていたが、彼の眼差しは真剣だった。まるで食い入るように、優樹の姿を凝視している。

　──もしかして、狩谷さん、も……？──

　龍生を見、抱きしめられた時に感じた安堵を、優樹は思い出した。

　龍生もまた、こうして自分を抱くことで、その生の証を感じることで、同じ気持ちを感じたいのではないのか。

　──まさか、そんな！──

　すぐに優樹は、それをうち消した。何という思い上がりをしているのだ。龍生にとって自分はただの人質で、それも性奴なのだ。取り替えなど、幾らでもきくはずだ……。

　だが、今、自分を見つめる龍生の瞳はとても強く、激しく、それを見つめていると、泣きたくなるような嬉しさがこみ上げてきた。その想いと、彼がこんな行為をしてくれている、という事実が、優樹の身体をどうしようもなく熱くさせた。

「はぅっ……！」

　その時、また強い快感を感じて、優樹はシーツの上で、身体を思いきりしならせてしまった。龍生が優樹の牡茎を再び口に含み、さっきよりも強く吸い上げたのだ。

「あぁっ……あ、も、もう……出し……」

「出してみろ。お前が高ぶるのが見たいと言ったろう」

　今度は口に含んだまま、もどかしげに龍生がそう応える。

　今までよりもさらに激しく嬲られ、愛撫されて、優樹は彼の頭に手をかけ、髪に指を絡めた。

　──少なくとも今、彼はおれを、こんなにも強く求めてくれているのだ……──

　そう思った時、世にも強い歓びが、心の奥底からこみ上げてきた。それは身体に速やかに反映され、龍生の行為を一層激しくさせた。

「ああっ……！　龍、生さっ……」

　やがて、根本に軽く歯を立てられ、先端を強く押さえ吸い上げられた時、あっけなく優樹は果てた。触れ合っている龍生の粘膜が大きく動くのがわかった。彼は、何の苦もなくそれを飲み下したのだ。

「あ……」

　荒い息の中、優樹はぐったりとシーツに身を投げ出した。恥ずかしさで頬が真っ赤に染まった。大変なことをしてしまったと思う。

　龍生が身を起こし、こちらをのぞき込んできた。震えながら彼を見つめ返す。彼の唇は優樹が放ったもので微かに濡れていた。

「す、すみませ……おれ……」

　だがその言葉に、龍生はふっと笑い、平然とした様子でかぶりを振った。その瞳はとても優しかった。

　その中に、自分が小さく映り込んでいるのを見た時、優樹は気づいた。

　──ああ、そうか……。

　思わず彼の瞳を見つめ返す。龍生が微かに目を瞠った。

　──おれは、この人を愛しているんだ……──

　そう自覚したとたん、世にも甘美な想いがこみ上げてきた。そして、自分が今まで感じていたいくつもの想いが何なのか、全てようやく、理解できた気がした。

　最初は最悪の出逢いだったと思う。だがこうして一緒に毎晩を過ごし、彼の仕事ぶりや、無くなった兄や部下への想いなどを目や耳にしていくうちに、自分は彼にどんどん惹かれていったのだ……。

　あの時、襲撃された時、優樹は強い恐怖に駆られた。それは彼を失うのではないかということへの恐怖だったのだ。彼が撃たれ、その血の匂いを嗅いだ時、自分が死ぬことよりも、そちらの方が恐かった。だから、帰ってきた龍生の姿を見、その温もりを、生きている証を感じた時、あれほどに安堵したのだ……。

　その想いに優樹は呆然とし、同時に切ない気持ちが一杯にこみ上げてくるのを感じた。

　──絶対に、それは言えない……──

　最悪の出逢いの後、最悪の恋をしてしまったのだ。龍生は男で、自分も同じだ。そして自分は彼の性奴に過ぎない。龍生ほどの男に惹かれる女性は、たくさんいるだろう。

　さらに、自分の弟の博は、龍生にさんざん迷惑をかけた挙げ句、まだ、彼に負われている身なのだ……。

　悪い事情ばかりが脳裏に浮かんでくる。どう考えても、成就できそうにない恋だった。優樹は目頭が熱くなるのを感じた。

「……どうした」

　低い声で問われ、優樹はあわててかぶりを振った。本当に、彼には心を隠すことが出来ない。毎晩、あれ程濃密に同じ過ごし、身体の全てを見られ、その目の前で快楽や切なさを剥き出しにしてしまったから、だろうか。

　龍生とともに暮らすようになってから、優樹はよく、そんなことを考えるようになっていた。

　養父母に引き取られてから、優樹はずっと、「いい子でいなくては」と無意識のうちに自分を戒め続けていたのだ。養父母は自分を、実の息子の博と分け隔てなく可愛がってくれた。だからこそ、彼らの期待に背いてはいけない、まして負担になってはいけないといつも思っていた。

　──けれど、そうすることでおれは無理を重ね、さらに博を追いつめてしまっていたのではないか。龍生に強く惹かれてしまうのは、そんな剥き出しの自分を初めて見せてしまったからではないのか。

「……」

　その時、龍生が唇を合わせてきた。

　温かで優しく、けれど執拗な口づけに、優樹は震え、思わず彼にすがりついた。

　今は彼に抱かれていたい、と思った。この時感じている心地よさ、溢れる想い、それが全てだと思った。そっと自分から、舌を絡め、彼の舌を愛撫する。

　龍生は優樹の思いがけない反応に驚き、軽く眉をひそめたが、すぐにより激しく執拗に優樹を求めてきた。口中を隈無く舌で愛撫され、喉の奥まで舌を差し込まれ、吸い上げられる。淫らな粘膜の動きに責められるたび、優樹は新たな熱情を感じて身を震わせた。若い牡茎はすぐにまた息づき始めていた。優樹は切ない劣情を感じ、身悶えて龍生に自分の身体を強く密着させていた。胸の突起と牡茎が擦れ、心地いい感覚が広がっていく。そして同時に、まだ達していない龍生の雄根が、より太く、堅く怒張するのがわかった。

　やがて、存分に優樹の口中を味わった後、龍生はゆっくりと唇を離した。そして、熱のこもった瞳で優樹を見おろしてきた。

「……」

　その瞳を見つめ返しているうちに、優樹の胸に想いがさらに溢れた。

　──この人を愛している。本当に、愛している……──

「おい……？」

　龍生が眉をひそめた。優樹はふいに身を起こし、龍生の傍に身を屈めた。

「……！」

　とたん、龍生が驚いて息を呑んだ。優樹がその太く堅く猛った雄根を、そっと口に含んだのだ。

　彼を愛している、そう自覚した時、せめて自分で彼を愛したいと思った。不思議なほど自然に、その行為は出来た。

「馬鹿、離せ。何を……」

　──あれ、龍生さんも慌てるんだ……──

　彼の声が頭上から聞こえて、何だか優樹は可笑しくなった。あんなに堂々として、傲慢で、力強い人なのに。

　そう思い、含むだけでなく、龍生の行為を思い出して、たどたどしく懸命に舌を這わせてみる。とたん、龍生の雄根がドクリと脈打ち、さらに大きく、堅くなるのがはっきりと口中に伝わってきた。

「──っく……」

「あっ……？」

　と、龍生が喉の奥で低く呻いた。そして、優樹の顎に手をかけ、その口から、自分の雄根を素早く抜き取った。

　優樹はドキリとして顔をあげ、龍生を見た。もしかして、怒らせてしまっただろうか。性奴の分際でこんなこと……。

　荒い息をつきながら、想いで潤んだ瞳で彼を見つめる。その開いたままの唇と、そこから覗く赤い舌は、たっぷりの唾液で濡れ、光っていた。それがぞっとするほど扇情的な眺めであることには、全く気づいていなかった。

「……俺を、試す気か」

　ふいに、こちらを見つめたままで龍生が呟いた。優樹は驚いてかぶりを振った。何故そんなことを聞いてくるのだろう。

「……！」

　とたん、龍生はふいに顔をしかめると、手荒く優樹を引き寄せた。そして、座ったままの姿勢で優樹の身体を膝に抱え上げたのだった。

「あ、あっ……！」

　優樹は息を呑んだ。彼の上に座り込んだ体勢にされ、そのまま彼の雄根が、ゆっくりと中に進入してくる。優樹の唾でたっぷりと濡れた龍生の雄根は、実に速やかに秘孔にもぐり込み、貫いた。横たわる手間ももどかしいようだった。

「りゅ、龍生、さ……」

「じっと、していろ。動くときつい、ぞ……」

　自らの体重で龍生を受け入れながら、優樹は息も絶え絶えに彼の名を呼んだ。そして、囁かれた言葉に懸命に頷いた。

　龍生はそんな優樹に目を細め、さらに強くその身体を引き寄せた。優樹がすがりつく。二人の身体が密着し、強く挟まれた優樹の牡茎は、また張りつめ、達しそうになっていった。

「あぅ……！」

　熱く灼けた鉄に、串刺しにされるような感触だった。体勢のためか、より深く、奥へと身体が押し広げられるような気がする。それが優樹の身体を駆り立てた。

　──もっと深く、穿って欲しい。もっと深いところで、おれを感じて欲しい……！──

　その想いが溢れたのか、優樹は無意識のうちに、龍生の肩に歯を立てていた。

「……！」

　龍生が喉の奥で、微かに呻いた。そして、さらに身体を深く沈めてくる。

　彼の雄根の先端が、最奥に達し、さらに深く奥を穿った時、優樹は全身が、彼で満たされたような気がした。

「龍生、さ……」

　すぐ間近に、彼の顔があった。目もくらむような快感と、彼の力強い息づきを感じながら、優樹はそっと、彼の唇に口づけした。それが、意識を失う最後の記憶だった。
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「……大丈夫か」

　優樹が意識を取り戻したのは、それからかなりたった後だった。身じろいだので龍生も目を覚ましたのだ。全身が熱く、行為の火照りがまだはっきりと残っていた。

「はい、龍生さん……」

　声がかすれているのがひどく恥ずかしかった。見ると、窓の外はうっすらと明るくなり始めている。一体どんなあられもない格好で、眠っていたのだろう。頬が染まった。

「俺のことを、名で呼ぶようになったな」

　龍生がそんな自分を見つめ、微かに笑みを浮かべてそう言った時、優樹は最初、意味がわからなかった。

「あっ、す、すみません……！」

　自分でも初めてその事実に気づいた。思わず口に手をやる。

「いい。これからはずっとそう呼べ」

「でも……」

「俺が良いといっているんだ。こっちだってお前の名を呼んでる」

「……はい」

　そう言って、ふと照れたように顔を背けた龍生に、優樹はまた頬を染めながらも、頷いた。何だか、名を呼ぶことで、少し彼に近づいたような気がした。──けれど、次の言葉に驚いた。

「俺はこれからもう出る。お前は休んでいろ」

「えっ!?　ど、どうして……」

　──何か、また緊急の事態になったのだろうか。もしや昨日の襲撃が……──

　急に現実が迫ってきた。その不安が顔に出たのか、半身を起こした龍生は肩を竦め、シーツの中の優樹を見おろした。

「昨夜少し話したがな。お前にも告げておいた方が良いだろう。昨夜襲撃してきた奴を締め上げて、はっきりとわかった。あんなことをさせたのは昭彦だ。このマンションのセキュリティシステム会社の人間を一人、買収してやがった。薬も、奴が自分でこっそり貯めこんでいたのを売らせていた」

「ええっ……!?」

　優樹は到底信じられない想いで龍生を見た。昭彦は、龍生の従弟に当たる血縁ではないか。

　だが、確かに襲撃者をあの駐車場に侵入させ、さらに龍生が帰宅するのを待ち伏せさせられるのは、かなり彼のプライヴェートを熟知した人間でなければ出来ないはずだ……。

　優樹が逡巡している間に、龍生は寝室とつながっているウォークイン・クローゼットに入り、さっさと着替えを自分で取ってきた。慌てて手伝おうと身を起こしかける優樹を制し、それらをまといながらさらに言葉を続ける。

「俺が最初におかしいと思ったのは、お前の弟が落としていった麻薬だ」

　目を瞠る優樹に、龍生は再び肩を竦めた。

「俺がそれを手に入れるとは、奴も予想外だったろうな。……最初、こちらの昔からの縄張り内で薬を売りさばいている素人が複数いる、と聞かされた時、俺はてっきり磯崎組だろうと思っていた。他の皆と同じようにな。大方、うちと長年対立してきた磯崎組が、狩谷組の名をかたって嫌がらせをしているのだろうと。だが、お前の弟の持っていた麻薬は、磯崎組の扱っていたものとは違う種類だった」

「そんなことが、わかるんですか……？」

「見慣れている人間が見ればな」

　龍生は苦笑した。

「俺が小さな頃、それこそ親父が指揮をとって、狩谷組はさんざん薬で稼ぎ、それらを投資につぎ込んだからな。ちょうどバブルの時代だった。親父は構わない人間だったから、こういうものが俺の身近にごろごろしていた。そんな環境にいれば、誰だって詳しくなる。まあ、そんなものに溺れずに済んだのは、兄貴のおかげだが」

「……」

「お前の弟が落としていったのは、ロシア産の麻薬だ。親父はそっちと深いつながりを持っていた。だが磯崎組は薬物は東南アジア系のルートしか持っていない筈だ。奴らの現状では、新しくそんなものを開拓出来るとは考えられないし、出来たとしても短期間で、これほど純度の高い麻薬を手に入れることは不可能だ。他の組の線も薄い。そう簡単に取り引きできるものじゃないからな。しかもこいつは、純度は高いが少々古かった。としたら、答えは一つだ。組の内部の人間が、以前の狩谷組の持っていた麻薬を横流ししているってことだ」

「……！　でも、そんなに麻薬が、どうして残って……」

　龍生は麻薬と縁を切り、やくざ稼業から急速に組を普通の企業へと移行させている。何故麻薬が今も残っていたのだろう。

「俺が組を継いだ時、前の組長の叔父と、生前の親父がさばいていた麻薬は全てその場で焼き捨てさせたつもりだった。だが、昭彦の奴はその一部を隠し持っていた。そんなことが出来るのは、前の組長のせがれの奴だけだ。叔父は、親父から後を引き継ぐと、もう石倉も麻薬には関わらせずに、利益を自分たち親子で独占していたからな。今回の通訳の件も、以前、ロシアルートを知っていたつてで、昭彦が手配するはずだった。今はもう麻薬とは全く無関係のビジネスだが。……そして奴は、俺がこれらのことを知ったと気づき、今日の襲撃事件を起こしたわけだ」

「でも、どうして昭彦さんは、そんなことを……。貴方を襲撃までするなんて……」

　信じられなかった。龍生の身内で、組織の中でも中枢部の人間が、何故そんな裏切り行為をするのか。龍生はまた、肩を竦めた。

「さあな。大方、叔父の跡を自分が継ぎたかったんだろう。奴一人で、ここまで出来るわけがない。おそらく磯崎組の連中にそそのかされたんだろうさ。それに……」

　ふと口をつぐんで優樹を見た。優樹はきょとんとした。

「それに、何ですか……？」

「いや、いい」

　龍生は軽く手を振ると、胸元のネクタイを直した。開けてきた朝の、ほの明るい光の中で、ダークブルーの仕立てのいいスーツに身を包んだ龍生は、思わず見とれてしまうほどに精悍で、素敵だった。

「……ともかく、事情はわかったな。今日はそれらのことを片づけに行く。襲撃事件については、マスコミには既に根回しはして、最低限の放送で済ませるつもりだが、クライアントの不安を払拭させないといかん。お前は、今日はなるべくこの部屋の中で過ごせ。ブラインドは閉めたままにしておけ」

「はい……！」

　優樹は緊張し、頷いた。

「昨日の騒ぎのせいで警察も出入りしているし、このマンションにいた方が却って安全だろう。入り口にはガードを付けておく」

「はい、でも……」

　再び頷きながら、優樹は思わず龍生を見つめた。身体が震えるほどの不安がこみ上げてきた。

　彼は昭彦の裏切りの件を片づけに行く、と言ったのだ。それで何か、大変なことになったりはしないか。法に触れるようなことは、して欲しくない……。

「何を心配してやがる」

　と、ふいに、温かく大きな手が、優樹の頬を軽く叩いた。優しい仕草に、はっとした。龍生は笑っていた。

「大丈夫だ。もう俺は昔の稼業からは縁を切る。昭彦も証拠を整えて、警察に突き出すだけだ。俺を信じてついてきてくれたここまで皆に、これ以上絶対に危険なことには巻き込ませない。──お前も、だ」

「……」

　そのどこかふてぶてしい、だが優しい龍生の笑みを見つめ、優樹はふいに涙が出そうになった。

「さて、出るぞ」

「は、はい、あの……」

　どこか照れたように踵を返した龍生に、優樹はごく自然に言葉をかけていた。龍生が振り向いた。

「あの、どうかお気をつけて……」

　彼は目を瞠り、また微かに笑みを浮かべた。そして再び出ていこうとした時、

　──ふいに、ベッドのサイドテーブルの電話が鳴った。

　優樹は驚いてそちらを見た。龍生は大概の連絡は携帯にさせていて、この家の電話は滅多に使われたことがない。思わず龍生を振り向くと、彼は優樹を制し、電話機に近づいてそのまま電話が切れるのを待った。表示された番号は見たことのないものだった。すぐに留守電モードに切り替わる。

　だが、次の瞬間、吹き込まれてきた声に、優樹は飛び上がった。

「優樹、そこにいるんだろ？　どうせ龍生も一緒なんだろうよ」

　ややかん高い、からかうような、それでいて苛立たしげな声。昭彦だった。

　龍生が眉をしかめる。だが次の言葉に、優樹は愕然とした。

「お前の弟、今ここにいるぜ。待ってろ、声を聞かせてやる」

　そして、何か荒々しくやりとりする気配があり、すぐにもう一つの声が聞こえてきた。

「兄、貴……。ごめん……」

「博っ……！」

　か細く、怯えた声だったが間違いなく博のものだった。優樹は思わず受話器を掴んでいた。龍生が制するよりも早かった。だが龍生は素早く電話機を操作し、モニターで外部にも声が聞こえるようにした。

「博、どうしたんだ!?　どうして昭彦さんと……」

「兄貴っ……」

「可哀想になあ、オレたちに捕まっちゃってボロボロだぜ、こいつ」

　悲鳴のような声が聞こえたのは一瞬だった。すぐに昭彦に取って代わり、そう言ってくる。

「オレは今、有明埠頭の倉庫にいる。磯崎組と、お前の出来の悪い弟も一緒だぜ」

「ど、どうしてあなたは、博のことを……」

　蒼白になって問う優樹に、昭彦はせせら笑った。

「こいつはオレの大学の後輩なのさ。金を稼ぎたいっていうんで薬を売らせてた。もう少し上手く立ち回ればいいものを、龍生にすぐ気づかれて追われ、よりにもよって薬を落としていきやがった。吐かれるとまずいと思って海外に一度、逃がしてやったが、兄貴が心配だってんで舞い戻ってきてた。龍生の奴も知っていたが、こっちの方がこいつを押さえるのは早かったな」

「……！」

　優樹は全身から血の気が引いていくのを感じた。

「お願いです！　博を返してくださいっ……」

「はっはあ。甘いお兄ちゃんだな。それはお前次第だ。取り返して欲しかったら、今日の午後までにお前一人でこっちに来い。連絡先はオレの携帯、番号は……だ」

　かん高い声で嘲るように笑いながら、昭彦は続けた。

「龍生や、警察の力を借りれば、直ちにこいつをぶち殺してから海の中に放り込んでやる。……龍生、聞いてるんだろ？」

　ふいに声が、ややおもねるような調子になった。

「龍生、馬鹿なことはするなよ。あんた、狩谷組をまともな企業にしたいんだろ？　だけど昨日の襲撃だけで結構なダメージがあったはずだぜ。この件に関わって、もっとやばい事態になって警察に手入れでもされたら、あんたたちの会社のイメージは最悪になるだろうな」

　さらに悪意の籠もった口調で、彼は続けた。

「それに、見てりゃわかっただろ？　龍生。優樹は随分うろたえてるだろ。どうやら奴はお前より、出来の悪い弟の方がよっぽど大事みたいだぜ。こんな馬鹿なガキはもう、とっとと……」

　その時、龍生が優樹の手から受話器を取り上げた。

「黙れ」

　たった一言、そう告げた。その声も受話器を取った仕草も、ごく静かなものだった。だが優樹は、その氷のような口調に思わず身を強張らせた。受話器の向こうで息を呑む気配があり、あっさり電話は切れてしまった。龍生は受話器を元に戻した。

「りゅ、龍生、さん……」

　優樹は恐怖ですくみ上がった。だがなんとしても、博は助けたかった。

「お願いです、博を助けに行かせてくださいっ……！」

　勇気をふり絞り、裸のまま龍生にすがりつく。とたん、龍生は無言で優樹を見た。

　その瞳の冷たさに、優樹は凍りついた。

　まるで、氷で出来たナイフのような目だった。初めて彼に会った時よりも、強い恐怖がこみ上げてきた。ほんのわずか前の、優しい表情の面影はどこにもなかった。

「……！」

　次の瞬間、息も出来ないほど手荒く、優樹はベッドの上に叩きつけられていた。そして、有無を言わさずその上に、龍生がのしかかってくる。

「龍生、さ……」

「あの馬鹿な弟が、そんなに大事か」

　優樹の両手首をシーツに磔にして、そう問いかけてくる。間近で、茶色の、色素の薄い瞳がこちらを睨み据えてくる。その瞳は強い光をたたえ、わずかに緑がかって見えた。

　恐い。恐いのに、竦んでしまってその目から視線がそらせない。まるで生け贄が、自分を喰らう魔物に魅入られたかのように……。

「大事、です……」

　優樹は震えながら、弱々しく言った。だめだ。しっかりしなくては。博を助けられるのは自分だけなんだから。

　あの時の博の声。幼い頃、怯えて優樹に救いを求めてきた時の彼とそっくりだった。いつも博は、両親より先に自分を求めてきた。どうしても彼を助けたい。でも、龍生さんがそれに巻き込まれるのは、絶対に駄目だ……。

「お願い、です。どうか、おれ一人で、行かせて下さい……！　貴方を絶対に巻き込んだりしませんから……」

「馬鹿か。奴はお前を弟もろとも殺す気だ」

「ど、どうして……」

「まだわからないのか、お前は……！」

　龍生は冷たい視線のまま、ひどく苛立たしげに優樹の両手首を握りしめた。細い手首が折れてしまいそうに軋み、優樹は思わず顔をしかめた。このまま永久に、優樹をベッドの上にくくりつけようとでもするかのような仕草だった。

「でも、それだったら……。それだったら、貴方に迷惑をかけずにすみます。おれは、弟だけは何としても助けます。だからどうか……！」

　必死になって優樹はそう言った。優樹は今、博を助けたいのと同じくらい──いや、それ以上に、龍生を巻き込みたくないと思っていた。自分たちの組織や部下を真っ当な道に戻そうと努力を続けてきた彼に、そんな目は合わせられない。

　だが龍生は、それを聞いた途端、顔を一瞬、大きく歪めた。それからもう何も言わず、優樹の両手を頭上でひとまとめにして片手で押さえつけると、胸ポケットから携帯を取りだした。

「俺だ。予定が変わった。良いというまで待機していろ」

　すぐに出た相手に、龍生はそう命じると、返事も聞かずに電話を切った。

「龍生さ……」

　驚いて優樹は彼を見たが、次の瞬間息を呑んだ。龍生が、ベルトとズボンの金具だけを素早く緩めると、そのまま優樹の身体にのしかかって来た。

「な……。ひぃっ……！」

　あわてて問いかけた声は、悲鳴に変わってしまった。龍生が、優樹の足を大きく開かせると、両膝を胸につくまで曲げさせ、その身体を、何の愛撫もないままにいきなり貫いたからだ。

「あぅっ！　や、やめ、あああっ……！」

　それまでの行為で、柔らかくほぐれてはいたものの、突然の行為に優樹の身体は怯えて縮こまり、雄根の侵入を拒んだ。秘孔が引きつり、雄根の先端を強く締めつける。

「く……」

　龍生は微かに呻き、同時に酷く苛立たしげな表情を浮かべた。だがそのまま、無理やり身体を沈めてきた。

「お願い、です、どうか……。勝手なことを、言って、すみませ、でも、ああっ……！」

　懸命に詫びの言葉を絞り出す。自分の行動が組に迷惑をかけるから、怒っているのだろう。彼が怒るのは当然だ。だが博だけは助けたい。その願いだけは何としても聞いて貰いたかった。

「やめっ、あああっ……！」

　けれどか細い哀願の声は、すぐに悲鳴に変わった。龍生はまるで、優樹の身体を罰するかのように荒々しく押し入ってくる。そして、見おろした姿勢で優樹を凝視したまま、容赦なく腰を使って挿入した内部を責めたて始めた。

「ひ……」

　身体を二つに裂かれるような痛みと、圧迫感が優樹を襲った。龍生の雄根は荒々しく、優樹の温かく湿った肉襞を擦りあげ、責めたてて押し広げていく。さらに身体を前に倒し、より深く押し入る。優樹の身体は引きつり、白い背が今にも折れそうにしなった。

「ああっ……！」

　その反らした胸の、片方の突起を噛まれ、その直後に舌先でぐりぐりとこじられて、優樹はびくんと震えた。秘孔だけでなく、胸にも加虐的な痛みが走る。だが……。

「俺に、感じているんだろう、こんなにされても……！」

「……！」

　その時、耳元で低くそう囁かれて、優樹は身を震わせた。思わず龍生を見る。その瞳が怒りでらんらんと光っていることに気づく。冷ややかな態度は、怒りのあまりだったのだ。青い炎の方が、赤い炎よりも実は温度が高いように、彼は優樹に対し、強い怒りを向けていた。

「りゅ……」

　言いながら龍生は、今度は激しく、その囁きかけた耳を嬲り始めた。耳たぶに歯をきつめに立て、耳の穴に舌先を入れ、淫らな音を聞かせる。

　優樹は思わず目を堅く閉じ、震えた。龍生がずっと掴んでいた優樹の手を放し、その身体を強く引き寄せる。彼の香りが全身を包み、上質なシーツの布地が、感じやすくなった優樹の肌を強く擦りあげる。牡茎も挟み込まれ、先端から透明な液体をこぼし、押しつぶされて強い刺激を与えられている。優樹は思わず身悶えた。

　今、自分は雄根を手荒く挿入されたまま、身体の他の部分を容赦なく苛められ、まるで罰されるように責めたてられている。

　けれどそれでも、優樹は快感を感じていた。触れられ、擦られている部分全てから、痛みとともに切なく甘い感覚がこみ上げ、身体を熱くさせていく。優樹は思わずかぶりを振って身悶えた。

「俺を見ろ。目を閉じるな」

　──その時、その顎を掴んでそう囁かれた。龍生が間近で優樹をのぞき込んでいる。

「りゅ……」

「俺を見ろ。お前をこんなに感じやすくさせたのは、俺だ。そして今、お前は、俺に感じているんだ……！」

「……！」

　その瞳を、優樹は見つめ返した。その通りだった。

　彼に触れられると、どんなやり方でもそうなってしまう。むしろ、愛しているのだと気づいた彼に、容赦なく責めたてられている今、これまでになく強く激しい感覚が、優樹の体内を駆け抜けていった。もっと抱いてほしい、もっと責めて欲しい、と。

　龍生だから、そう感じているのだ。龍生なら、何をされても……。

「龍生、さ……」

　優樹は白い両腕を伸ばし、龍生の広い背にそっと手を回した。その手首には龍生に掴まれた痕が、痣になってくっきりと残っていた。そして、懸命に力を込める。

　とたん、龍生の雄根がさらに奥まで入ってくる。優樹は自ら進んですがりつき、彼を受け入れた。より深く貫かれる。

　──愛しています、龍生さん……──

　決して、口に出しては言えない言葉を、優樹は精一杯態度で示した。

　龍生はそんな優樹を見つめ、微かに目を瞠った。それから優樹を、さらに強く引き寄せた。

「優樹……」

　二人の身体が、密着する。耳元で名を呼ばれ、優樹は全身に歓びが走るのを感じた。それは、どんな愛撫よりも優樹を震えさせた。

「あぁっ、龍生さ……」

　身をくねらせ、優樹は龍生の雄根を、さらに深く受け入れた。

　意識が薄らぎ始めるのを、優樹は懸命に堪えた。駄目だ。なんとしても弟を助けさせてくれと、頼まなくては……。

「りゅ、せ、おねが……」

　荒い息の中、優樹は必死に声を絞り出した。声を出すだけで、密着した粘膜に響き、ぞくぞくとした感覚がこみ上げてくる。

「お願い、です。どうか、博、を……」

「……！」

　とたん、龍生の瞳に再び強い、怒りの光が浮かんだ。

　彼は顔をしかめると、優樹をさらに深く貫いた。さっきの行為よりも、もっと奥まで……まるで、優樹の身体を裂いてしまおうとするかのように、激しく押し入ってくるのが感じられた。

「りゅ、……っ！」

　最早、声も出なかった。圧倒的な、力に満ちた雄根を全身で感じさせられ、優樹は息を呑んだ。

「……ぁ、……」

　激しく揺さぶられ、擦りあげられ、華奢な身体ががくがくと震える。それでも優樹は、懸命に哀願を目に浮かべ、優樹を見つめ続けた。

　龍生もそんな優樹を凝視していた。まるで、目が離せなくなったかのように優樹を見つめたまま、達しようとしていた。二人の視線は、それでもからみ合ったままだった。

「くっ……」

「……！」

　やがて、龍生が達した時、優樹は意識を失った。目を閉じる直前まで、二人はお互いを見つめたままだった。
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「……！」

　傍らで龍生が身を起こす気配に、優樹ははっと我に返った。いけない。どれくらい、自分は気を失っていたのだろう。窓の外は、すでにすっかり明るくなっていた。

「龍生さ……」

　目を開けると、龍生の背中の龍が見えた。彼はスーツを脱ぎ捨てていた。優樹が意識を失った後も、何度かその身体を抱いたらしい。

　慌てて起きようと身じろいだとたん、優樹の全身を痛みとだるさが襲った。思わず小さく呻く。体内に龍生が注ぎ込んだ劣情の証が秘孔から溢れ出し、頬が染まった。だがそれらをこらえ、優樹はまた必死に彼に手を伸ばした。

「お願いです、どうか……」

「行け」

　その時、背を向けたまま、龍生がそう言った。

「えっ……!?」

　一瞬、優樹は何を言われたのかわからなかった。龍生はそのまま続けた。

「弟を助けたければ、行けと言っている」

「……！　あ、ありがとうございます、ありがとうございます……！」

　安堵がこみ上げた。優樹は思わず、身体中の痛みも忘れ、シーツに手をつき、その背に何度も礼を言った。

「──ただし条件がある。こいつを持っていけ」

　と、龍生は振り返り、優樹の膝に封筒を投げた。

「え……」

　驚いて中を見ると、携帯が一つ、それに数枚の一万円札が入っていた。優樹は目を瞠り、龍生を見あげた。こちらを見た龍生の表情には、もう怒りはなかった。穏やかで、どこか決意を秘めているような強さが感じられた。

「１のボタンを押せば、俺にかかる。何かあった時は使え。金は移動用だ」

　優樹は呆然とし、思わずその封筒を裸の胸に抱きしめた。嬉しさとすまなさがこみ上げた。

「はい……ありがとうございます！」

　真っ直ぐ彼を見、深く頭を下げる。龍生が苦笑し、肩を竦めるのが感じられた。

「さっさと行け。俺も出る」

「はい……！」

　再び頷いた優樹が顔をあげると、龍生はまた、背を向けて着替えていた。

　その背の龍が、優樹をじっと見つめていた。何故か優しい表情に見えた。

　──龍生さん……──

　優樹はその背に、そっと心で呼びかけた。改めて溢れてくる想いを噛みしめる。

　──貴方を愛しています。心から……──

　優樹はぎゅっと封筒を握る手に力を込めた。携帯の硬さが、手に触れた。

　──だから、決して貴方を呼んだりしません。どうか、許してください……──
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「兄貴っ……！」

　博の声が、コンクリートの床に悲痛に響いた。

「博、大丈夫か!?」

　それから一時間後。優樹は有明埠頭の、海のすぐ近くの倉庫街まで来ていた。

　あの後、龍生から渡された携帯で昭彦に連絡を取ると、昭彦はこの場所を指定してきたのだ。タクシーで優樹がそこに駆けつけると、昭彦の部下らしい男たちが待ちかまえていて、捕らえられ、龍生に渡された携帯は取り上げられてしまった。そして更に、立入禁止になっている地域へと連行されたのだ。

「──なんだ、本当に一人で来やがったのか。龍生の奴、絶対にそんなことはさせないと思っていたんだが」

　昭彦は、その中のからになった倉庫の一つにいた。外はたぎるように暑い、真夏の午後だったが、発電機を使って、この中は寒い程にエアコンを効かせ、蛍光灯を皓々こうこうと灯している。そこに昭彦と、以前彼に従って優樹を襲った男たち、他に、明らかにやくざだとわかる男が数名いた。磯崎組の連中だろう。昭彦を含めて六人いる。

　そして、あちこち殴られ、痣だらけになった博が、彼らの足元に引き据えられ、コンクリートの床にぐったりと横たわっていたのだ。後ろ手に縛られ、ぐったりとしている。

　男たちに囲まれ、間近に引き立てられてきた優樹が、弟の姿に顔色を変えるのを見て、昭彦は顔をしかめた。

「狩谷やその手下どもの姿は見えません。サツの気配もありませんでした」

　男たちの報告を聞き、面白くなさそうに頷く。それからからかうように、優樹から取り上げた携帯をその鼻先で振ってみせた。

「こんなものを一つ持たせたっきりで、お前を解放しちまうとはな。オレが妬くほど、お前が大事じゃなかったってことかあ？」

　その言葉に、周囲の男たちがどっと笑った。それを無視し、優樹は彼に言った。

「約束通り通報もせず、一人で来ました。おれはどうなっても構いませんから、早く博を解放してください……！」

「冗談じゃねえ。オレたちがそんな条件、守ると思っていたのか、素人だな」

　その言葉に、昭彦はせせら笑った。背後で男たちも好色な表情を浮かべる。

「ちょうどいい、この馬鹿弟がいたら、お前は逃げられねえしな。たっぷりこれからお前の身体で楽しませて貰うぜ。それに、お前がそうされている動画を龍生に送ってやったら、奴も考え直すだろうよ。石倉のせがれの件でわかったろうが、奴は案外甘いところがあるからな」

　手の中で優樹の携帯を弄びながら、楽しそうに言う。やはり……と優樹は唇を噛んだ。龍生の言った通りだった。昭彦はさんざん自分たちを利用し、最後には殺すつもりだ。

　優樹は一つ深呼吸すると、そっと、目だけで周囲の様子をうかがった。素人の自分がたった一人で来たとわかった為か、男たちは完全に優樹をなめてかかっていた。掴まれていた手も今は離れている。銃も構えている様子はない。続いて、目の前の昭彦の腕を見た。派手なブランドものの腕時計をしている。その針を見た。そろそろだ……。

　その時、

　ビーッ、ビーッ、ビーッ！

　その携帯がはじかれたように震え、耳障りなブザー音が、大音量で響き渡った。

「……！」

　昭彦は思わずその携帯を取り落とした。男たちも一瞬、動揺した。その隙に優樹は素早く携帯を取り上げ、身を投げるようにして弟にすがりついた。

　龍生から携帯を貰った直後、優樹は着信音の中から一番耳障りな音を選び、最大の音量、その上バイブ機能付きでアラームをセットしていたのだ。

「兄貴っ……」

「逃げろ博、二階に窓がある。シャッターの隣が階段だ、飛び降りろ！」

　跳ね起きた博に、そう囁いて自分の身体で庇うようにして、弟の身体を思いきり出口の方に押しやった。シャッターとその隣の出口は優樹が入ってきた時点で施錠されていたが、二階に窓があり、そこにはカーテンが降りているだけだと優樹は倉庫に連れ込まれた時に気づいていた。

「兄貴はっ!?」

「おれはいい。シャッターの傍に見張りがいるが一人だ。早く逃げて警察に行くんだ！」

　優樹はそう叫んだ。博は泣きそうな目で兄を見、よろめきながらも走り出した。それを確認し、携帯を素早く開けた。

「こいつ……！」

　男たちが優樹を取り押さえようとする。何人かが博の方を追った。それに構わず優樹はボタンを押した。すぐに相手が出た。

「もしもし、刑事さんですか!?　早坂優樹です。今、狩谷昭彦に殺されそうです。昨日の襲撃を命じた男です。有明埠頭の立入禁止区域の倉庫にいます。早く助けてください……！」

　そこまで一気に言う。倉庫中に聞こえるよう、わざと大声で言った。とたん、昭彦や男たちの血の気が引いた。博を追っていた連中も思わず足を止めた。

「貴様っ……」

　昭彦は優樹を殴りつけ、その手から再び携帯をひったくったが、そこに残された番号に蒼白になった。それは昨日、襲撃された時に優樹に事情を聞きにきた、刑事の携帯に直接繋がるものだったからだ。何かあったらすぐ連絡するように、と、刑事の方で優樹に知らせていたのである。

　弟を取り返しに行く、と決めた時から、優樹はそうするつもりだった。一人で昭彦の元に出向いたら、なんとかして弟を逃がし、それから直ちに警察に電話し、助けを求める計画だったのだ。

　これなら、直ちに警察が駆けつけてくれるし、少なくとも龍生は当事者にはならない。龍生を関わらせず、尚かつ弟を守る方法はこれしか思いつかなかった。昭彦が、優樹が素人で、一人で来た、と油断するようだったら隙がつける、と考えたのである。そして実際、その通りだった。

　微かな軋むような音が聞こえ、ついでガラスが割れる音が二階で響いた。博が逃げたのだと優樹にはわかった。

「さあ、どうします？」

　唇から血を滴らせ、男たちに押さえつけられながらも、優樹は気丈に昭彦を見上げた。もう、不思議と恐ろしくはなかった。口元に微かな笑みさえ浮かんだ。逆に昭彦たちは明らかに動揺していた。

「すぐに警察が来ますよ。昨日の襲撃の件もあるから早いでしょう。あなた、弟を追ったり、おれを殺そうとしたりしている時間はないんじゃないですか？」

「……！」

　とたん、昭彦は醜く顔を歪め、優樹の襟首を掴んで引きずり上げた。もう一方の手で胸ポケットから銃を取り出す。

「お前だけは絶対に殺してやる！　せめて龍生には、二度と会えなくしてやるからな！」

　ぎらぎらと血走った瞳で優樹を見据える。その瞳には憎悪と、もう一つ別な感情が宿っていた。それに気づき、呆然とする優樹の頭に、昭彦は拳銃を突きつけた。──その時、

「うわぁっ……！」

　低いエンジン音とともに、シャッターの方で、悲鳴が聞こえた。

　そちらを見た優樹は、目を瞠った。いつの間にか、シャッターが三分の一ほど開きかけていた。そしてその隙間から、黒いベンツが一台、突っ込んできたのだ。

　悲鳴は、そちらにいた男の一人が、その車にはねられそうになってあげたものだった。シャッターの脇には見張り役の男が倒れている。開けさせられた後、失神させられたのだろう。

　その車を見た瞬間、優樹は誰が運転しているのかわかった。

「龍生、さん……！」

　自分のいる位置から、彼の姿が見えたわけではない。だが優樹はそれが彼だと、確信していた。

「なに……」

　昭彦の気がそれたのを見て、優樹は懸命に彼を突き飛ばし、そちらに向けて走り出した。

「この野郎っ！　追……うわあああ！」

　昭彦はそう叫んだが、次の瞬間悲鳴を上げた。ベンツは男たちをものともせず、二人ほど、浮き足だって発砲しかけた男たちを容赦なくはね飛ばした。さらにその大きな車体に似合わぬ小回りの良さで、昭彦と優樹の間に車体を脇に向けて割り込み、優樹を昭彦から庇うような形になった。同時に助手席のドアが開いた。

「龍生さんっ……」

「乗れ！」

　命じられ、優樹は素早く助手席にすべり込んだ。

　ドアを閉めると、龍生は優樹の傷ついた顔を見て顔をしかめ、直ちに再び車を発進させた。さっきより加速度合いが速い。

「ど、どうして……」

「ご挨拶だな、助けに来てやったんだが」

　龍生はふてぶてしく笑った。

「だ、だってそんなことをしたら、あなたは大変なことに……！　第一どうやって……」

「お前に渡した携帯は、ＧＰＳ機能付きだ。どこかに電話をかければ、その発信先もわかるようになってる」

　そう言いながらも、龍生はベンツのステアリングを、まるで玩具の車でも操るような巧みな仕草でさばき、容赦なく男たちをなぎ倒していく。男たちも懸命に応戦するが、逃げまどいながら発砲しているのでせいぜい車体を掠める程度で当たらない。そうしながら、龍生は優樹に向かってにやりと笑いかけた。

「最初から、お前は絶対、俺に助けを求めないとわかっていたからな。お前の行く先が確定した時点で、警察に通報して先回りした。まあ、お前が自分で警察に通報した時にはさすがに驚いたが。……奴らを出し抜くとは、大した度胸だぜ。素人のくせに」

「龍生さ……」

　優樹は呆然と、彼の精悍な顔を見つめた。

「でもそんなことをしたら、あなたが……」

「俺が、なんだ？」

　龍生は無造作に肩を竦め、それからふと、真剣な眼差しになった。

「元はといえば、俺がお前を捕らえて、手元に閉じ込めておいたからこんなことになったんだろうが。俺が蒔いた種だ。……悪かった」

「そんな……」

「それに、俺は今、丸腰だ。馬鹿な真似をするつもりはない。……掴まってろ！」

「……！」

　不敵に笑うと、龍生はいきなり前に向き直り、大きくステアリングを切った。優樹は彼の身体に思いきり押しつけられた。車の前には昭彦がいた。既に他の男たちは、逃げるか、車にはじき飛ばされたり、軽く轢かれたりして全員身動き出来なくされている。

「うわあっ……！」

　昭彦は一度転び、そのはずみで拳銃を手から離してしまった。拾いあげることも出来ずさらに逃げようとしたが、ついに壁ぎわに追いつめられた。

「龍生さんっ……」

　一瞬、優樹はひやりとしたが、龍生は彼にぶつかるほんのわずか手前で車を急停車させた。ベンツのエンジン音が止まったとたん、倉庫の中は急に静まりかえった。

「中にいろ」

　そう、優樹に短く言うと、龍生はゆっくりと車を降りた。それだけで昭彦が怯えてびくりとするのが見えた。へたり込んだ姿勢で、尻で後じさりしている。

　そして、遠くからサイレンの音と、幾つものエンジン音が聞こえてきた。それはだんだんとこちらに近づいてきた。

「立て」

　龍生は彼に、そう言った。たった一言なのに、恐ろしいような響きがそこにあった。昭彦は恐怖と憎悪、それに哀願を顔中に浮かべ、叫んだ。

「あ、あんたが悪いんだ。オレをこんなに好きにさせておいて、あんなガキに……」

　だが、龍生の返答は氷のように冷たかった。

「お前など、最初から考えてもいない。前に誘われた時、そう言ったはずだが」

「な……！」

　とたん、昭彦の顔色が変わった。怒りと憎悪が、恐怖に勝った。

「どこまでオレを……殺してやる！」

　彼は叫び、ズボンのポケットからナイフを引き抜いた。それを振りかざし、龍生に飛びかかってきた。

「龍生さっ……！」

　とっさに優樹は、ドアを開けて二人の間に身を投げた。ナイフがまさに龍生に突き刺さりそうになっていた。

「……！」

　だが次の瞬間、龍生の力強い腕が優樹の身体を後ろから抱きすくめ、包み込んでいた。ナイフは、その龍生の右腕に刺さった。彼の腕につき立ったナイフが、真っ先に目に飛び込んできた。そして、布と、筋肉が裂ける微かな音と感触が、肌を通して伝わってきた。

「龍生さんっ……」

　優樹は一瞬凍りつき、それからはじかれたように龍生を振り向いた。

　だが、龍生は全く動じなかった。それどころか、唇に微かな笑みを浮かべると、ナイフをそのままに優樹を後ろに押しやり、庇った。そして右手で、容赦なく昭彦の顔を殴りつけ、さらにその腹を膝蹴りし、床にたたきつけた。ナイフの存在など微塵も感じさせない、力と憎しみの籠もった仕草だった。

　昭彦は無様に床に倒れ、呟くように呻いた。

「くそ、あんたじゃなく、優樹を狙うべきだった……」

「最初に俺を襲撃した時もそうだったな。お前、優樹を狙わせただろう」

　その言葉に、優樹は愕然とした。

　だが、記憶を辿れば、確かにそうだった。襲撃された時は龍生が撃たれたことで頭が一杯になってしまって考えられなかった。だがあの時、龍生は駐車場で先に車を降り、優樹のためにドアを開けてくれた。襲われたのはその直後だ。もし、龍生だけを狙ったのなら、彼が車を降りた時点でもう、襲撃してくるはずだ……。

「あんたを襲っても……あんたは気にも止めないからな……。だが、大事にしている奴を傷つければ違う、と思った。その通りだったぜ」

　床に倒れたまま、細いが悪意の籠もった声でそう言い、昭彦はにやりと龍生に笑いかけた。龍生は無言で、容赦なくその顔をもう一度蹴りつけた。血しぶきが飛んだ。

「龍生さん、やめてくださいっ……！」

　優樹は慌てて、龍生の元に駆け寄った。龍生の傷口からは、血が新たに滲み出していた。

　だが龍生はそれは気にもとめず、そして、もう昭彦にも目もくれず、優樹を強く抱きしめた。優樹も思わず彼の身体を抱きしめ返した。

　その時、ようやく向こうからサイレンの音が聞こえ、さらに幾つもの車のエンジン音が近づいてきた。その音の中で、龍生は言った。

「馬鹿、なんだって車から出た……！」

　背中越しの声が震えているように聞こえ、優樹ははじかれたように顔をあげた。二人の視線が、真っ向から合った。初めて会った時のように。

「だって、あなたが……！　あなたこそ、どうしておれを庇うなんて……」

　言い返した優樹は、そのままふいに、泣きそうになった。彼の瞳の中に、自分の姿が映り込んでいた。

　昨日、襲撃されそうになった時も、龍生は身を盾にして、自分を庇ってくれたではないか……。

　──駄目だ。もう駄目だ。想いを告げてしまいたい。何と思われてもいい。この人を失いたくない……！──

　優樹は息を吸いこんだ。そして、ある言葉を口にしようとした。

「愛している、優樹」

　──けれど、その時、まさにその言葉を龍生が告げた。

「え……」

　優樹は一瞬、頭が真っ白になった。龍生はこちらを凝視したまま、繰り返した。

「愛していると言っているんだ。俺の過去を思うと、言えなかった。だがもう、俺はお前を、絶対に失いたくない……！」

「……！」

　返事の代わりに、優樹は、傷に触らないようにして龍生にすがりついた。

「おれも、です。おれも愛しています、龍生さん……！」

「なに……」

　龍生が目を瞠り、何か言いかけた時、

「──社長、大丈夫ですか！」

　サイレンと、エンジンの音がさらに近づいてきた。倉庫の前に次々と車が止まった。そこから石倉たちが一斉に飛び降りてくる。途中で拾われたのか、博も一緒だった。二人は思わず顔をあげた。

「何だ、お前たち。来るなと言ったはずだぞ！」

「冗談じゃありません。社長一人に危ない目は合わせられませんよ。……と言っても、もう済んだようですな」

「兄貴……！」

　苦笑する石倉の後ろから、博が飛び出してきて優樹にすがりついた。優樹と、顔をしかめた龍生、そして二人の傷を見て、ぼろぼろ泣き出した。

「ごめん。本当にごめん……！」

「博、無事で良かった……。自首して、証言してくれるね？」

　優樹はその身体を抱きしめ、優しく囁いた。博は何度も頷いた。

　そうしながらも、優樹は、自分を食い入るように見つめる龍生の瞳を、はっきりと感じていた。

　その時、倉庫の中に、パトカーが何台もなだれ込んできた。ようやく、警察が駆けつけてきたのだった。
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「龍生、さ……」

　──その夜。

　龍生と優樹は、ようやく戻ってきた龍生のマンションで、ベッドに横たわり、お互いを激しく求めあっていた。

　あの直後、警察の手によって昭彦たちは逮捕され、龍生と優樹はまず警察病院で手当を受けた。龍生の刺された傷は、幸い浅く、大したものではなかった。優樹も殴られはしたものの、打撲程度の軽傷だった。

　そして、警察での事情聴取は、今回はさすがに長くかかった。だが、優樹が単独で弟を救いに行ったこと、龍生はそれを追い、彼を守ろうとして闘ったこと、そして何より博と、逮捕された男たちの証言によって昭彦の犯罪が明らかになり、龍生を始めとする元狩谷組の人間たちは関わりのないことが明らかになった。

　博もまた、拘留されることになったが、自首したことが考慮され、さらに深く反省している様子から、さほど大きな罪にはならないようである。龍生は自分の会社と契約している弁護士事務所と連絡を取り、彼の弁護を任せることにした。

　そして、龍生と優樹は、ついさっき、石倉たちに送られてようやくマンションに帰ってきたのだった。

　玄関のドアが閉まった途端、二人は全てを忘れ、抱き合っていた。短期間に、生命を二度も脅かされそうになった恋人たちは、まず最初に、身体でお互いの無事を確かめたかったのである。

「りゅ、せ、さ……。そんな、こと、したら、あなたの、身体が……」

「じっとしてろ。俺を感じろ……」

　龍生は優樹を背後から抱きしめ、背中から激しく突き上げた。優樹にとっては楽な体位なのだが、龍生にとって負担がかかるのでは、と思ったのだ。だが龍生の身体も、その動きも、いつもよりもさらに力に溢れていて、温もりは心地よく、優樹は激しく翻弄され続けた。

「あっ、あ、あ……。龍生、さ、……！」

　やがて、身体一杯に優樹が龍生を感じ、果てた時、ほぼ同時に龍生も優樹の体内に、その情熱の証を叩きつけた。

「く……」

「あ、ぅ……」

　龍生は、その熱く猛る雄根を挿入したまま、優樹の内部の肉襞の、極上の感触を味わうようにしばらく目を閉じていたが、やがてゆっくりと身を引いた。ぐったりと、シーツに身を横たえる優樹を引き寄せる。優樹は素直に、そっと龍生に身を寄せた。龍生は、まだ足らないと言いたげに、優樹の頬に、唇に、瞼に、キスの雨を降らせている。その優しい仕草に、優樹はうっとりとなった。ふと、自分を助けた時の彼の姿が脳裏に浮かんだ。あれ程激しく、苛烈なこともしてのける彼は、同時に、これ程優しいことも出来るのだ……。

「龍生さん……。一つ、聞いていいですか……？」

　その行為に、そのまま溺れてしまいそうになるのを懸命にこらえ、優樹は聞いた。

「何だ？」

「あの……どうしておれなんかを……その、好きになって下さったのですか……？　貴方なら、もっと素敵な方が幾らでも……」

「……」

　と、龍生は驚いたように優樹を見やり、それから肩を竦めた。

「最初に会った時から、だ」

「えっ……」

　無造作な言葉に、優樹は目を瞠った。龍生はさらに続けた。

「お前は、俺の前でも怯まずに、毅然としていた。あれ程酷く責めたてたのに、とうとう口を割らなかったな」

　優樹は思わず頬を染めた。龍生はにやりと笑って続けた。

「ガキの頃、俺の周りは、俺におもねる奴らばかりだった。それがみんな、親父や兄貴の死で、手の平を返すように変わった。石倉のような、一部の組員を除いてな。だから俺は、お前のような態度の人間に惹かれるんだろう」

「そんな……あの時、おれは弟を守りたいだけだったんです……！」

「どんな環境に追い込まれても、それをやり通せる奴はそう多くないぞ。その時は、自覚していなかったが……一緒に過ごしているうちに、その想いが重なっていった」

「……」

「決定的だったのは、襲撃された時だ。あれでお前が、ターゲットになったのを見て、もういても立ってもいられなくなった。お前を失うかもしれないと思ったからだ」

　優樹は愕然とし、思わず龍生にすがりついた。

「そんな……じゃあ、おれが貴方を、好きだと気づいた時と同じです……！」

「何、そうなのか!?」

「だって……実際怪我したのは、貴方なんですよ？　だからおれ、本当に恐ろしくて……。貴方を失うのが恐かった。それで初めて自分の気持ちに気づいたんです。でも、多分おれも、最初から……」

　言いかけて、優樹は真っ赤になった。龍生はじっとそんな優樹を見つめたが、再び肩を竦めて苦笑した。

「だが、俺はそれを言えなかった。俺は元やくざだし、第一、お前は弟のことが他の誰より大事そうに見えたからな」

「それは……」

　優樹はさらに頬を赤らめた。だが心を引き締め、もう一度龍生を真っ直ぐに見つめた。きちんと、自分の口から言っておこうと思ったのだ。

「博のことは……今でも大事です」

　そう言っただけで、龍生の瞳が微かに、熱く燃えるのに気づき、優樹は微笑み、かぶりを振った。まるでなだめるような仕草だった。彼を見つめたまま、さらに言葉を続ける。

「でもそれは……本当に、弟として、家族としての想いだけなんです。でも、貴方へは、そうじゃなかった。貴方と一緒にいると……貴方を……その、それ以上を求めてしまうんです。こんな気持ちになったのは初めてなんです。もっと貴方と一緒にいたい、触れていたい、それで、……！」

　とたん、優樹は、ふいに顔を歪めた龍生に、力一杯抱きしめられた。

「もういい、それ以上話すな」

　耳元で囁かれた声は、どこかせっぱ詰まった、激しさを含んだ声だった。

「これ以上、お前にそんなことを言われたら、俺はお前をどうするかわからん……！」

「え!?　ど、ど、どうして……」

「──全く、お前は本当に、自分がどんな風に他人に見えるか、考えたこともないんだな」

「……？」

　その通り、考えたこともない優樹はきょとんとしたが、こちらを見つめた龍生が、ふいに想いに耐えかねたように、覆いかぶさってきたのでドキリとした。

「んっ……」

　唇が合わせられ、同時に舌が侵入してくる。龍生の舌は、甘く、だが激しく、優樹の舌を捕らえ、絡めて、口中を隈無く貪った。

「愛している。優樹……」

　やがて、長い口づけから解放した後、龍生は優樹を真っ直ぐ見て、そう囁いた。

「だから、俺だけを見ていろ。これからずっと、俺はお前と一緒だ」

「──はい……！」

　優樹はまた、頬を真っ赤に染めた。だがそのまま強くうなずき、そしてはっきりとこう告げた。

「愛しています。龍生さん……。一生、貴方だけを、愛しています……！」

「優樹……！」

　龍生の腕が再び、優樹を抱きしめた。その時、密着した肌を通し、優樹は龍生の身体が、再び熱くたぎっているのを、はっきりと感じた。

「龍生、さん……？」

　そっと優樹は、龍生の顔をのぞき込んだ。彼が真剣にこちらを見つめ返した。優樹が感じ取ったと気づいたのだ。

「もう一度、お前を抱きたい。いいか」

　優樹を凝視したまま、そう言う。優樹は恥じらいながらも、はっきりと頷いた。

「はい。……でも、あの……お願いがあります」

「なんだ？」

「今度は、前から……抱いてくださいますか」

　そうすると、貴方を自分も抱きしめられるから……。そう言いたかったが、さすがに恥ずかしかった。だが龍生は目を細め、力強く、それでいて甘く優しい笑みを浮かべ、 優樹の身体に覆いかぶさった。

「俺も、そうして欲しいと思っていた」

「……！」

　優樹はこぼれそうな笑みを浮かべ、龍生の背に、強く両手を回した。龍生と、その背の龍を、ともに抱きしめるように。

「愛している、優樹」

「おれもです。愛しています……」

　甘いささやきは、激しい口づけに溶けていった。

　真夏の夜の底で、恋人たちはもう一度、愛を交わし始めた。外では夏の月と星座が、二人を静かに見おろしている。

　恋人たちの夜は、まだ当分、明けそうにはなかった。

ＥＮＤ
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あとがき




　こんにちは！

　初めてご覧になって下さった方は初めまして。早瀬響子はやせきょうこと申します。

　久しぶりにこのペンネームでＢＬ作品を出させて頂くことになり、ちょっとドキドキしております。

　今回の作品は、ジュリアンノベルス様より配信の『淫虐の龍は静かに嗤う』と申します。実はこの作品は以前、二〇〇九年に別の出版社様から配信されていたものなのですが、今回ジュリアンノベルス様で引き取って頂き再配信となりました。その為、携帯電話などの描写が現在(二〇二四年)と異なるところがあります。当時はまだガラケーが主流でしたので……。ご了承下さい。




　実は本作は、早瀬が初めて書かせて頂いた「ヤクザもの」です。

　これ以降複数そちらを書くことになりますが、当時は初めてで緊張した覚えがあります。今読み返すと、文章の拙さに冷や汗が出ます。今もあまり変わらないですが(汗)。現代のヤクザなので、任侠の絆は残しつつ、法には従い、背負った組や組員たちの為に現実に適応し、堅気の組織に変えていく、そんな攻めを描写したつもりですが如何でしょう。でも普通の人とは違うので、刺青は入れています。当時の自分の精一杯な感じ(こちらも今も変わりませんが……大汗)が出ていてお恥ずかしい次第です。

　そして、このお話は、そんな傲慢で実力のある攻めが、気丈で優しい、そして天然な受けにべた惚れになり、自分でも思いも寄らなかった嫉妬心に苛まれる、という展開なのですが……。これも当時から、そして今も大好きなパターンなのです。

　どうもずっと同じことをしているようで、お恥ずかしい限りです。両思いになったし、これから龍生は優樹のお尻に敷かれそうですね。

　また、早瀬は同人誌活動も行っており、自作の番外編を中心に活動しております。主に夏冬のコミックマーケット、五月のスーパーコミックシティ等に参加しています。ジャンルは創作JUNEで「RISKY LOVE」と申します。今回の作品が六月末に配信予定なので、後日談を夏コミにて発行できれば、等目論んでいるのですが……。どうかよろしかったら、ご覧下さいませ。また、同じ名でサイトも持っております。アドレスはこちらです→　http://hayase-homepage.my.coocan.jp/

　サイトではお仕事情報や、主にそのお仕事作品の番外編などを書いている同人誌についてなどのお知らせ、また「小説」のコーナーでも、作品の番外編を書かせていただいております。

　また早瀬は現在、別ペンネーム「赤城まや」で、男女もののお話も書いております。そちらの作品のブログ「月光庭園」もございますので、ご興味ある方はご覧になって下さいませ→　http://hayase-k.cocolog-nifty.com/gekkouteien/

　それでは……ここからはお礼を。まず編集のＦ様、Ｍ様、今回この旧作を再度配信する機会を頂けて嬉しいです、本当にありがとうございます。

　またイラストの再配信をご了承下さった桜さくら　遼りょう先生、本当にありがとうございます。拝見して当時、イラストを頂けた時の嬉しさと感動がよみがえりました。変わらず美しい御作を、本当にありがとうございます。

　そして、これは以前も書かせて頂いたことですが、何より拙作をご覧になって下さった読者様、ありがとうございます！　早瀬の世界で楽しんで頂けましたでしょうか。どうか次回作で皆様にお会いできますように。本当に、ありがとうございました。




　二〇二四年六月吉日　

　早瀬響子　拝♪
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